
－1－ 

第 ２ 分 科 会（Ｎｏ.６） 

 

 

 

１ 日  時   令和６年３月１４日（木） 

         午前１０時００分 開会 

         午前１１時５７分 休憩 

         午後 １時００分 再開 

         午後 ２時３２分 閉会 

 

２ 場  所   第１委員会室 

 

３ 出席委員（１８人） 

主    査  中 島 隆 治   副  主  査  宮 﨑 吉 輝 

委    員  中 村 義 雄   委    員  日 野 雄 二 

   委    員  鷹 木 研一郎   委    員  金 子 秀 一 

委    員  村 上 直 樹   委    員  木 下 幸 子 

委    員  山 本 眞智子   委    員  白 石 一 裕 

委    員  大久保 無 我   委    員  小 宮 けい子 

委    員  伊 藤 淳 一   委    員  永 井   佑 

委    員  藤 沢 加 代   委    員  有 田 絵 里 

委    員  大 石 仁 人     委    員  井 上 しんご 

  （委  員  長  森   結実子   副 委 員 長  荒 川   徹） 

 

４ 欠席委員（０人） 

 

５ 出席説明員 

子ども家庭局長  小笠原 圭 子   総務企画課長  川 口 美 紀 

こども政策推進担当課長  村 上 奈津美   幼稚園・こども園課長  野 田   明 

保 育 課 長  三 宅 大 二   事業調整担当課長  村 上 幸 夫 

子育て支援部長  髙 橋   浩   子育て支援課長  児 森 圭 介 

児童育成担当課長  広 村 直 美   母子保健担当課長  中 原 尚 子 

青 少 年 課 長  白 鳥 公 将   科学館副館長  古小路 忠 生 

科学館普及課長  柳 井 雅 也   子ども総合センター所長  安 部 聡 子 
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教育・非行相談担当部長  中 溝 直 樹   子ども総合センター次長  北 﨑   賢 

児童虐待対策担当課長  赤 塚 直 人   教育・非行相談担当課長  津 島 大 輔 

 外  関係職員 

                               

６ 事務局職員 

委員会担当係長  有 永   孝   書    記  嶋 田 裕 文 

   

７ 付議事件及び会議結果 

番号 付   議   事   件 会 議 結 果 

１ 
議案第１号 令和６年度北九州市一般会計予算のうち

所管分 

議案の審査を行った。 

２ 
議案第13号 令和６年度北九州市母子父子寡婦福祉資

金特別会計予算 

３ 
議案第40号 北九州市社会福祉施設の設置及び管理に

関する条例の一部改正について 

４ 

議案第41号 北九州市特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部改正に

ついて 

５ 
議案第42号 北九州市児童福祉施設の設備及び運営の

基準に関する条例の一部改正について 

 

８ 会議の経過 

○主査（中島隆治君）それでは、開会します。 

本日は、子ども家庭局関係議案の審査を行います。 

 議案第１号のうち所管分、13号及び40号から42号までの以上５件を議題といたします。 

 審査の方法は、一括説明、一括質疑とします。当局の説明は、できるだけ要点を簡潔、明瞭

にお願いします。なお、議案説明は着席のままで受けます。 

 それでは、説明を求めます。子ども家庭局長。 

○子ども家庭局長 それでは、冒頭、一言御挨拶をさせていただきます。 

委員の皆様におかれましては、日頃から子ども家庭行政の推進に御協力を賜り、厚くお礼を

申し上げます。子ども家庭局の令和６年度当初予算の編成に当たりましては、こどもまんなか

社会の実現に向けて、５つの柱に沿って重点的に取り組むこととしております。 

 １つ目が、働く親などへのサポートの強化、２つ目が、こどもまんなかｃｉｔｙの推進、３

つ目が、母子健康支援の強化とＤＸの推進、４つ目が、配慮を要する子供の支援、そして５つ

目が、子供の居場所づくりでございます。詳しくは後ほど子育て支援部長から御説明いたしま

す。今後とも、子ども・子育て支援に関する施策をさらに充実、強化してまいりたいと考えて
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おります。引き続き委員の皆様の御支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

○主査（中島隆治君）子育て支援部長。 

○子育て支援部長 それでは、子ども家庭局の令和６年度当初予算案及び条例議案について

説明いたします。タブレット端末の分科会のフォルダ内に予算書等のデータと令和６年度予算

における予算事務事業の棚卸し反映結果のデータを格納しております。併せて御確認くださ

い。 

 初めに、議案第１号、令和６年度北九州市一般会計予算のうち、子ども家庭局所管分につい

て説明いたします。なお、説明に当たりましては、金額は万円単位で御説明いたします。 

 タブレット端末２ページをお開きください。令和６年度当初予算のうち、子ども家庭局所管

分は、一般会計、特別会計を合わせて、子ども家庭局総計欄のとおり、766億7,515万円で、前

年度に比べ、28億4,109万円の増となっております。 

 次に、一般会計の歳入について、目ごとに主な項目に絞って説明いたします。 

 タブレット端末３ページをお開きください。 

16款１項２目子ども家庭費負担金は７億2,827万円で、前年度に比べ、１億7,992万円の減と

なっております。これは、民間保育所入所負担金の減などによるものでございます。 

17款１項３目子ども家庭費使用料は２億2,710万円で、前年度に比べ、１億4,561万円の減と

なっております。これは、科学館使用料の減などによるものでございます。 

18款１項２目子ども家庭費国庫負担金は284億369万円で、前年度に比べ、30億4,229万円の

増となっております。これは、児童手当の増などによるものでございます。 

18款２項３目子ども家庭費国庫補助金は35億8,063万円で、前年度に比べ、21億7,814万円の

減となっております。これは、子育て世帯生活支援特別給付金の減などによるものでございま

す。 

19款１項２目子ども家庭費県負担金は85億2,963万円で、前年度に比べ、３億5,739万円の増

となっております。これは、施設型給付費の増などによるものでございます。 

19款２項３目子ども家庭費県補助金は29億9,554万円で、前年度に比べ、9,507万円の増とな

っております。これは、子ども医療給付費県補助金の増などによるものでございます。 

 タブレット端末４ページをお開きください。 

25款１項３目子ども家庭債は３億3,840万円で、前年度に比べ、５億5,570万円の減となって

おります。これは、青少年施設適正化事業の減などによるものでございます。 

 以上、一般会計予算のうち、子ども家庭局所管分の歳入合計は450億9,923万円で、前年度に

比べ３億8,364万円の増となっております。 

 続きまして、タブレット端末５ページをお願いいたします。一般会計の歳出について、目ご

とに説明させていただきます。 

 ４款１項１目職員費は52億7,115万円で、前年度に比べ、３億2,835万円の増となっておりま
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す。 

４款２項１目子ども家庭総務費は88億6,957万円で、前年度に比べ、２億9,520万円の増とな

っております。これは、地域型保育給付の増などによるものでございます。 

 タブレット端末６ページをお開きください。 

４款２項２目子ども家庭支援費は549億1,777万円で、前年度に比べ、20億526万円の増とな

っております。これは、施設型給付の増や児童手当の増などによるものでございます。 

 タブレット端末７ページをお開きください。 

４款２項３目母子保健医療費は64億2,173万円で、前年度に比べ、６億2,044万円の増となっ

ております。これは、子ども医療費支給事業の増などによるものでございます。 

４款２項４目青少年費は10億2,285万円で、前年度に比べ、３億9,181万円の減となっており

ます。これは、青少年施設適正化事業の減などによるものでございます。 

 以上、一般会計予算のうち、子ども家庭局所管分の歳出合計は765億1,475万円で、前年度に

比べ、28億5,739万円の増となっております。 

 タブレット端末８ページをお願いいたします。 

続きまして、議案第13号、令和６年度北九州市母子父子寡婦福祉資金特別会計予算について

御説明いたします。 

 母子父子寡婦福祉資金特別会計は、独り親家庭や寡婦の経済的自立と生活意欲の助長を図

り、併せて、その扶養している子供の福祉増進のために、修学資金などの資金貸付けを行う特

別会計でございます。予算合計は１億6,040万円で、前年度に比べ、1,630万円の減となってお

ります。 

 タブレット端末９ページをお願いいたします。 

次に、複数年度にわたり実施する事業について、債務負担行為を設定しております。対象と

なる事業については、資料に記載のとおりでございます。 

 続きまして、条例議案について御説明いたします。子ども家庭局では、３件の議案を提出さ

せていただいております。 

 タブレット端末10ページをお開きください。 

まず、議案第40号、北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について

御説明いたします。 

 直営保育所である白銀保育所と指定管理保育所である陣原保育所について、民営化により令

和５年10月に運営法人が決定したため、令和６年４月１日付で公の施設としての保育所を廃止

するものでございます。なお、令和６年４月以降の保育所運営については、運営法人が行う予

定でございます。 

 タブレット端末12ページをお願いいたします。 

次に、議案第41号、北九州市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関
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する条例の一部改正について御説明いたします。 

 国の基準改正を受けて、北九州市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準

に関する条例を改正するものでございます。改正内容としては、記載のとおりでございます。 

 タブレット端末13ページをお願いいたします。 

最後に、議案第42号、北九州市児童福祉施設の設備及び運営に関する条例の一部改正につい

て御説明いたします。 

 児童福祉法及び国の基準改正を受けて、北九州市児童福祉施設の設備及び運営に関する条例

を改正するものでございます。改正内容としては、記載のとおりでございます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。よろしく御審議の上、御承認賜りますようお願い申

し上げます。 

○主査（中島隆治君）これより質疑に入ります。質疑は会派ごとに持ち時間の範囲内で議題

に関する事項とし、当局の答弁の際は補職名をはっきりと述べ、指名を受けた後、簡潔、明確

に答弁をお願いいたします。質疑はありませんか。ハートフル北九州、小宮委員。 

○委員（小宮けい子君）まず、事業の見直しのところで、科学館普及事業費それから科学館

管理運営費というところが上がっておりましたけど、その中にあるのだと思いますが、小学生

がスペースＬＡＢＯ北九州市科学館やプラネタリウムに行くというのは、来年度もそのような

形になっているのか教えてください。 

○主査（中島隆治君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 今、お尋ねいただきましたスペースＬＡＢＯ北九州市科学館で、市立の

小学校の全４年生を対象にして、皆さんにシリウス号というバスで科学館へ来ていただき、天

文学習という形でプラネタリウムを見ていただいております。こちらの事業につきましては、

科学館普及事業費の中に入っており、来年度も継続する方向で御審議いただきたいと考えてお

ります。よろしくお願いいたします。 

○主査（中島隆治君）小宮委員。 

○委員（小宮けい子君）非常に安心しました。すばらしいプラネタリウムの中で星の勉強が

できるということは、子供たちにとって非常に価値のあるものだと思います。また、科学館自

体が、理科で言えば、物理的なところから、これからの部分に変わってきているというとこ

ろ、子供たちのこれから先の興味、関心を引いていくものになると思うので、ぜひ来年度以降

も続けていただきたいと思う事業です。 

 次に、不登校について、不登校状態の子どもに寄り添った次への一歩応援事業ですが、小学

校、中学校までは教育委員会のいろいろな取組があり、多様なものを選ぶことができる。ただ

し、中学校を卒業したところからは、これしかないというところで、非常に重要な事業であ

り、保護者や子供から見たら安心できるものだと思っております。 

 来年度予算は1,700万円ということになっております。これは今年度と同様な形の支援が続
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けていける金額なのか教えてください。また、次年度に、取組を新たに広げていこうというこ

とがあったら教えてください。 

○主査（中島隆治君）青少年課長。 

○青少年課長 ただいま、不登校状態の子どもに寄り添った次への一歩応援事業の来年度の

事業内容について御質問をいただきました。 

 委員がおっしゃるとおり、今年度と同様の1,700万円の予算計上で、同規模の定員80名で考

えております。 

 ただ、来年度は多くの方に御利用いただきたい、支援していきたいということで、周知に力

を入れていきたいと思っております。ですので、例えば私立中学校などに対しても周知をして

いくとか、様々な取組をしていって、なるべく多くの方がこの支援を受けられるように努めて

いきたいと思っております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）小宮委員。 

○委員（小宮けい子君）ぜひとも、こういう事業があっている、これが頼りになるものであ

るということをいろいろな機会を捉えて広く周知していただくということ、私立にも手を広げ

て差し伸べていくということをお聞きして、大変安心しております。 

 もう２件、不登校に関することで、子ども・若者応援センターＹＥＬＬですが、ここはアウ

トリーチではなく、自分から相談していく、また、ほかの機関からいろいろな相談があった

ら、その不登校の子供たちの支援をしてくれるという施設と聞いております。このＹＥＬＬに

ついて、2,350万円という予算がついておりますけど、ハブ的な役目をするというところで非

常に重要だと思いますが、この予算でどのような活動を広げていかれるかお聞かせください。 

○主査（中島隆治君）青少年課長。 

○青少年課長 この2,350万円は北九州市福祉事業団との契約で、業務委託の中で行っており

ます。多くの若者の総合相談窓口として機能しておりまして、困難を抱えた若者に対しての相

談、また、就労に向けてのいろいろな就労体験学習や農業体験という、次のステップに向けて

の事業も行っております。 

 それから、このＹＥＬＬというものを多くの方に知ってもらうために、周知も頑張っていか

なければならないと思っています。今年度につきましては、例えば県内の高等学校にＹＥＬＬ

のパンフレットを配って、不登校で退学を考えているような生徒に対して、こういう施設があ

るよ、何かあったらこういうところに相談してください、というような働きかけなども行って

おります。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）小宮委員。 

○委員（小宮けい子君）高校への周知はぜひ行っていただきたいと思います。チラシもです

けど、できればＳＮＳなどでの発信もしていくと、高校生というのは引っかかるのではないか

と思います。 
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 あと、これは私の感想ですけど、ＹＥＬＬの窓口というか事業所ですが、ウェル戸畑の中は

入りにくいというか、ちょっと寂しいなという感じを受けます。若い人たちがちょっと行って

みようかな、ちょっと寄ってみようかな、というような工夫が何かあればいいなと思いまし

た。そのような感想も持っておりますので、若い人たちが寄りやすい環境をつくっていただき

たいと思います。 

 最後に、こどもまんなかｃｉｔｙ推進事業という、今年度から始まった事業の中で、こども

まちなかスペースの展開ということが紹介されていました。この中で、子供や若者が集える場

所、たまりスペースというのが例で挙げられていました。安全でお金がかからないというよう

なところで、安心して高校生が帰りに寄る、不登校傾向にある子供たちがふらっと行ったら何

かそこに楽しみがある、というようなスペースというものをぜひつくっていただきたいと思い

ます。 

 小倉北区の生涯学習総合センターの１階に置いてあるテーブルのところに、子供たちや若い

子たちがたくさん集まっていて、真面目に勉強したりしているという姿も見ますので、そうい

うスペースが学習の場にもなっていくし、特に不登校傾向の子供たちが、気楽に話せる場にち

ょっと行ってみようかとか、自分が本が好きなら何か本があるとか、そういうふうな目玉をつ

くって進めていっていただければと思っているのですが、いかがでしょうか。 

○主査（中島隆治君）こども政策推進担当課長。 

○こども政策推進担当課長 たまりスペースについて説明させていただきます。 

 委員が言われましたとおり、今、子供たちが町なかで過ごせるような場所を増やしていきた

いということで取組を進めているところでございます。 

 実際、事業者などにも協力いただきながらスペースを広げていきたいと考えておりますの

で、子供の意見も聞きながら、事業者にどういった条件なら利用させてもらえるかとか、そう

いったことも調整しながら進めていきたいと思っております。今、委員から御意見をいただき

ましたけれども、できるだけ子供たちが気軽に、気楽に過ごせるというものになるように取り

組んでいきたいと思っております。以上です。 

○主査（中島隆治君）小宮委員。 

○委員（小宮けい子君）ぜひ進めてください。以上です。 

○主査（中島隆治君）大久保委員。 

○委員（大久保無我君）まず、ヤングケアラーについて聞かせていただきます。 

 ヤングケアラー相談支援事業について、来年度1,400万円の予算がついていますが、取組の

状況や実態は、今どのようになっているのかというところを教えていただけますでしょうか。 

○主査（中島隆治君）母子保健担当課長。 

○母子保健担当課長 ヤングケアラーの相談支援窓口の状況でございます。オープンした昨

年５月以降の相談対応件数は、令和４年度につきましては349件でございました。本年度に入
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りまして、直近１月末までに288件対応させていただいている状況です。 

 今年度予算を上積みして、コーディネーターと相談対応できる職員を増やしまして、学校へ

のアウトリーチに力を入れております。学校へのアウトリーチは、コーディネーターが学校に

出向いて、ヤングケアラーとはこういうお子さんですとか、何か気になるお子さんがいます

か、というような働きかけです。この学校へのアウトリーチにつきましては、１月末現在で

66校を回らせていただいております。令和４年度は45校を回っていますので、昨年度を上回る

ペースで学校へのアウトリーチを行っており、その中で、少し軽めの相談などを受けて、学校

に対応をお願いしたりとか、改めて相談支援窓口をお子さんに伝えていただく、というような

対応を今、頑張っているところです。以上です。 

○主査（中島隆治君）大久保委員。 

○委員（大久保無我君）実際に窓口に相談に来る人はいるんですか。 

○主査（中島隆治君）母子保健担当課長。 

○母子保健担当課長 窓口がウェル戸畑の中でございますし、お子さんが自らそこに来ると

いうことはかなり難しい状況なので、電話での対応や学校に行ったときにお子さんと面談をす

るということが多いという状況になっております。 

 ただ、御本人からの相談というのは、まだ件数が少ない状態で、関係の周りの方たちが気づ

いて相談されることが多くなっています。 

 お子さんにつきましては、直接お会いすることができるようになれば、Ｚｏｏｍ等のオンラ

インを使って、顔を見ながらお話しするということも、今のデジタルネーティブのお子さんに

ついてはできるということで、数名はＺｏｏｍを活用して相談対応をしているという状況にな

っております。以上です。 

○主査（中島隆治君）大久保委員。 

○委員（大久保無我君）ホームページを見ていたら、ちょっと分からないことがあったので

教えてください。１回につき２時間以内で最大20回まで支援のサービスが受けられるというこ

となんですけど、20回というのは年間ということですか。月間とか年間とか、一生のうちとか

あると思うんですけど、それはどういうことでしょうか。 

○主査（中島隆治君）母子保健担当課長。 

○母子保健担当課長 今、御質問いただいたのは、ヤングケアラーに対する訪問支援、いわ

ゆるヘルパー派遣のことについてですが、年間等で定めているわけではなくて、一つの事象が

起きたときに20回ということです。恒久的にこのサービスを利用するわけではないので、その

間に、介護保険の申請をしていただいたり、障害支援区分をお受けになってケアが必要な方の

サービスを整えるという意味で、その間の20回を設定しております。以上です。 

○主査（中島隆治君）大久保委員。 

○委員（大久保無我君）自分がどういう状況にあるかとか、理解を広めていってもらって、
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これがヤングケアラーなのかとか、ヤングケアラーじゃないとかもあると思いますけど、自分

がそういう状況なんだと多分気がつかない。日常的にその中にいたら気がつかない場合もある

ので、そこはぜひ理解を広げていくような取組を引き続きやっていただければと思います。 

 多分、自分たちが子供の頃だったらあるのかなというのもあったと思うんですけど、社会の

中の一つの事象や問題としてクローズアップされてきているし、そこが貧困の連鎖にもつなが

ってきたりということもあると思いますので、ぜひそこは来年度もしっかりと頑張っていただ

ければと思います。 

 次にプレーパークの質問をさせていただきます。来年度は300万円の予算がついていますけ

れども、どんな取組を行うのでしょうか、教えてください。 

○主査（中島隆治君）青少年課長。 

○青少年課長 今年度、モデル事業でプレーパークを３か所やらせてもらいましたが、来年

度はこれをさらに広げて、中間支援団体に地域の掘り起こしやワークショップなどを開いても

らって、周知をしていきます。それから、地域団体の方に対する開催の支援をしていく、例え

ばプレーリーダーの人材を派遣したり、また、いろんな周知や広報のお手伝いをいたします。

そして、実施に際しては、人材、プレーリーダーが必要ですので、こういう方の人材育成、例

えば講座を開くとか、そういう事業を進めていって、今まで実施していない多くの場所におい

て、このプレーパーク活動を定着させて、定期的に活動できるようにしていきたいという形で

考えております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）大久保委員。 

○委員（大久保無我君）使う場所は公園になるんですか。それとも公園じゃないところの広

場とかでやることになるんですかね。公園だったらかなり制約があるじゃないですか。プレー

パークはやっぱり遊びの幅を制限しないというような話になってくるので、極端に言ったら、

穴を掘ったりすることもあると思うんですよね。火を使って焼き芋をしたりというのも。プレ

ーパークの定義では、一応何をやってもいいよという話になると思うんですけど、どうしても

場所の制約に絞られてしまうんじゃないかなという気がするんですが、プレーパークについ

て、どういう場所で実施しようとされているのか、教えてください。 

○主査（中島隆治君）青少年課長。 

○青少年課長 まさに、開催場所というのが非常に大事でして、開催団体の方と話をしてい

て問題になるのが、場所がないという話です。私たちは、ここが非常に重要だと思っていまし

て、プレーパークの場所は公園でも空き地でもいいのですが、公園が身近にありますので、基

本的には公園で使用するのかなという想定をしております。 

 その際に、今言われました禁止事項、火を使ってはいけないとか、穴を掘ってはいけないと

か、原状回復はしないといけないと思いますが、そういう部分に関して、関係する部局、建設

局の公園管理をしている部署と協議しておりまして、火を使ったり、水を使ったりするプレー
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パークができるような要綱を今協議してつくっております。この要綱に従って認定された団体

であれば、プレーパークができるような形で進めていきたいと思っています。 

 そして、何よりも大事なのが、地域住民の方の理解です。やはり火を使うと煙が出てきて、

地域の方に御迷惑がかかるとか、いろいろとあります。このプレーパークという活動は、我々

が今進めているこどもまんなか社会を実現していく上で、子供が地域に出てくるということが

非常に大事であるということを地域の方に理解していただいた上で進めていくというようなス

キームを考えているところです。多くの子供たちが公園など外に出て、体験活動をしていただ

ければと考えています。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）大久保委員。 

○委員（大久保無我君）そうなんですよ。地域の理解は意外と必要で、今は公園でボールも

使えない。昔からみんな迷惑をかけていたと思うんですけど、今はボールの使用などもかなり

厳しくなっています。制約や制限がいっぱいある中で、子供は何とかして遊びを見つけたりし

ながら頑張っているんですけど、まさにプレーパークにそういう制約がかかってしまうと、そ

れはもうプレーパークではなくなってしまうので、そういう協議をしていただいているのは、

本当にありがたいなと思います。成功することを願い、頑張っていただければと思います。 

 あと、子供の自死のことで一つデータが欲しいのですが、一時期すごく増えた時代があった

んですけど、最近の子供の自死の傾向がどのようになっているのかと、そういった原因、ま

た、市としてどんな対策を行っているのか教えていただければと思います。 

○主査（中島隆治君）総務企画課長。 

○総務企画課長 子供の自殺について御質問をいただきました。 

私どもで把握している数を御紹介させていただきますと、20歳未満でございますけれども、

北九州市におきましては、令和４年は５名という数になっております。令和３年は９名という

ことで把握をしております。 

 こちらへの対策ですけれども、主には保健福祉局の精神保健福祉センターで対応しておりま

すが、やはり子供のことでもございますので、子ども家庭局、保健福祉局、教育委員会の３者

で協力して、いろいろな対策を打っています。その中で、子ども家庭局におきましては、子ど

も総合センターで24時間対応している子ども相談ホットラインでありますとか、親子のための

ＬＩＮＥ相談を始めております。先ほども出ましたＹＥＬＬでも、様々な悩みや不安を相談で

きる体制を取っております。また、国におきましても、こども家庭庁、厚生労働省、文部科学

省が、昨年の６月にこどもの自殺対策緊急強化プランを取りまとめ、国を挙げて対応しており

ます。本市もこういった状況の下、関係機関と連携して対応しているところでございます。以

上です。 

○主査（中島隆治君）大久保委員。 

○委員（大久保無我君）では、特に傾向などは把握していらっしゃらない状況ですか。 
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○主査（中島隆治君）総務企画課長。 

○総務企画課長 原因については、国が発表している全体的なものはございますけれども、

市として、子供の自死の原因などはまだ把握はしておりません。以上です。 

○主査（中島隆治君）大久保委員。 

○委員（大久保無我君）分かりました。これは今後も引き続き考えていければと思いますの

で、よろしくお願いします。 

 最後に、放課後児童クラブについて、一つの事例ですが、小倉南区の放課後児童クラブの話

なんですけど、子供の数が多くて、一つの小学校から中学校が分かれるようで、中学校が分か

れるから、その中学校ごとに放課後児童クラブも二つに分かれているということのようです。

Ａ中学校に行くところはＡ児童クラブに行って、Ｂ中学校はＢ児童クラブに行くということな

んですけど、Ａ児童クラブのほうがあふれるくらいに多くなってしまい、そこでＢ児童クラブ

の方に行こうとすると、それは分かれているから駄目だと言われたりすることがあるらしいの

ですが、そういう仕組みなんですか。そうしなければいけないことになっているのか、そんな

ことはないよという話なのか、教えていただければと思います。 

○主査（中島隆治君）児童育成担当課長。 

○児童育成担当課長 今、大久保委員から放課後児童クラブで利用者が大変多い校区につい

てのお尋ねがありました。 

 今のＡ校区ですが、そもそも最初に１つのクラブがありまして、その後にお子様が多いとい

うことで、地域の方が始められたクラブが１つあります。そのときの仕分として、１つの小学

校から２つの中学校に通うお子様がいるので、中学校区ごとに分けるという取決めをしたと伺

っております。 

 それについては、別に何か要綱で決まっているわけではございませんので、例えば、学年ご

とで１年生はこちらに行ってくださいとか、２年生以上は２つに分かれましょうとか、いろい

ろなやり方は考えられると思います。そこは今後の具体的な方策として、地域の方と継続して

お話ししていくよう、私どもも考えておりますので、ぜひ温かく見守っていただければと思っ

ております。以上です。 

○主査（中島隆治君）大久保委員。 

○委員（大久保無我君）どこのことかも、事情も分かっていらっしゃるようなので、ぜひ早

めに取り組んでいただいて、そういう声が上がってこないようにしていただければと思いま

す。温かく見守りますのでよろしくお願いします。以上です。 

○主査（中島隆治君）白石委員。 

○委員（白石一裕君）お願いします。 

 まず初めに、こどもまんなかｃｉｔｙ推進事業ですけど、来年度から子供が思い切り遊べ

る、憩える公園や市民センター、たまりスペースということをおっしゃっていますが、具体的
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な場所が決まっていれば教えていただきたいのと、これがうまくいけば、来年度以降も全域に

広げていかれるつもりなのか、その辺を教えてください。 

 それともう一点、拡充事業として第２子以降の保育料無償化で８億3,234万円の予算がつい

ています。これは12月以降に始まったと認識しておりますが、市長の公約でもあったので、予

定どおり始めたと思うんですけど、子供の推移や予算規模、来年以降もこれくらいで続けてい

けるのかなど、その辺の見通しや展開などがあったら教えてください。以上です。 

○主査（中島隆治君）こども政策推進担当課長。 

○こども政策推進担当課長 まちなかスペースの今後の展開等について御説明させていただ

きます。 

 子供たちが過ごせる場所を増やしていきたいということで、今、市民センターやその他事業

所の方などと調整をしているところでございます。何か所かとか、どこの場所かとかというの

は、まだ調整しているところですので、今具体的にお示しするのは難しいのですけれども、こ

れからも引き続き増やしていけるように取り組んでいきたいと思っております。今調整してい

るところは、市民センターでは10か所程度で、それぞれヒアリングをしているところでござい

ます。 

 あと、今後の展開でございますが、そうやって取り組んでくれるところが増えましたら、取

組事例なども横展開しながら、いろいろな活動を増やしていければと思っております。以上で

ございます。 

○主査（中島隆治君）幼稚園・こども園課長。 

○幼稚園・こども園課長 第２子以降の保育料の無償化についてでございます。 

 委員がおっしゃるとおり、予定どおり昨年12月から開始しまして、これまでのところトラブ

ル等もなく、対象見込み人数を約4,200人と見込んでおりましたが、ほぼ同じ人数で適用して

いるところでございます。対象者の皆様には、今、感謝の言葉もいただいており、そうした中

で、来年度から恒久化するための予算を拡充して計上しております。 

 まだ12月から３か月程度ですので、推移を見ているところですが、若干、保育所の入所児童

数が増えているというところも見られますけれども、今議会に拡充予算を計上している範囲内

で対応できる見込みでございます。 

 そのほかに、共働き世帯の経済的負担の軽減というところを目的にしておりますけれども、

これについても、来年度以降、女性の就業率の向上も含めて、しっかりと検証してまいりたい

と思います。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）白石委員。 

○委員（白石一裕君）こどもまんなか推進事業ですけど、今検討中だということであります

が、どういったスペースが子供にとって居心地がいいのかというのは、皆さんよく御存じだと

思うんですけど、子供自身も交えて、子供の意見も十分取り入れて進めていただきたいと思っ
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ています。意見として終わります。 

 最後に、第２子以降の保育料の無償化ですが、若い世代が今、こういった状況の中で子供を

もうけて、子育てするというのは大変だと思うんですけど、これがしっかり続いていくという

ことであれば、もう１人、もう２人というように考えられる御夫婦もたくさんいらっしゃるの

ではないかと思います。大きな予算ではありますけれども、こういったことをしっかり将来的

に担保していくというのが大事なことなんだろうと思います。目玉的にぽんとやるようなもの

ではないと思っていますので、ぜひとも来年以降もこれをしっかりとした事業にうまくつなげ

ていただきたいと思います。要望として終わります。 

○主査（中島隆治君）日本共産党、永井委員。 

○委員（永井佑君）最初に、病児保育の利用実績を出していただいていますが、これは延べ

人数だと思いますけど、市の委託施設以外も入っているのか伺います。 

 それと、送迎保育ステーションについて伺います。試行準備事業ということで予算計上され

ています。保育所等を利用する保護者の送迎の負担を軽減するため、保護者に代わり、子供た

ちの送迎を行うステーションの試行に向けた準備をということで300万円を計上されていま

す。どのような調査をして必要だと認識したのか、導入の理由を教えていただきたいと思いま

す。以上です。 

○主査（中島隆治君）保育課長。 

○保育課長 病児保育の人数についてでございます。 

こちらは、市の委託している施設についての延べ人数となっております。委託外のものは含

んでおりません。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）事業調整担当課長。 

○事業調整担当課長 送迎保育ステーションについて御説明させていただきます。 

まず、保育所の送迎に関するアンケート調査を昨年７月に実施させていただきました。自宅

から保育所への送迎時間については、多くの方が15分以内で御利用いただいていましたが、そ

れ以上かかる方も一定数いらっしゃいました。また、送迎に関する負担について尋ねた中で、

保育所までの距離が遠いことに負担を感じている方が、２割いらっしゃいました。こうした状

況から、遠くの保育所を利用されている方が一定数いることがうかがわれ、こうした状況が毎

日の送迎で続く場合、保護者の方にとって大きな負担ではないかと思われます。そうした中

で、保育所までの送迎に、北九州市は車を使われる方が多くおられます。車でも利用しやすい

場所に送迎保育ステーションを設置することで、こうした負担の軽減につながっていくのでは

ないかと考えました。 

 先行都市ではいずれも、送迎保育ステーションは駅周辺に設ける形で実施しております。今

回のアンケートでは、そのイメージでニーズを尋ねたのですが、先ほども申し上げましたよう

に、本市では車での送迎の方が多かった関係で、今回、本市の実情に合わせた形で実施した場
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合、この送迎保育ステーションの利用が見込まれるのかなど、運営に当たっての課題といった

ものを確認していくために、試行実施に向けた検討のための予算を今回、計上させていただい

ているところでございます。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）永井委員。 

○委員（永井佑君）病児保育の利用実績については、委託施設外は企業型もあるし、事業者

型もありますから、含まれていないということですね。１万人を超える人数が実績として利用

されていますが、今年はやはり異常ですね。しかも１月まででこの数字なので、昨年度よりも

倍くらいの数の利用があるんじゃないかなと思います。これから送迎保育ステーションの関連

で質問していきますので、そこで働く保育士の処遇についても、ぜひ後押しをできるようなこ

とを考えていただきたいと思います。 

 送迎保育ステーションの件に移りますが、答弁にもありましたとおり、多くの保護者が車で

送迎をされているということで、８割以上の方は保育所までの距離が15分以内ということでし

た。千葉県の流山市であれば、駅周辺なら需要はあると私も思います。ただ、車での送迎につ

いて、ほとんどのところは逆に混雑も考えられると思いますが、この必要性についてどのよう

に考えているのか、答弁をお願いします。 

○主査（中島隆治君）事業調整担当課長。 

○事業調整担当課長 先ほども御説明させていただきましたが、おおむね多くの方が近いと

ころの保育所を御利用していただいておりますが、中には15分以上、30分以上かけて保育所ま

で送迎をされている方がいらっしゃいます。そうした中で、その送迎の途中経路で、利用しや

すい場所にステーションを設けることで、保護者の方の負担軽減につながっていくのではない

かということで、その視点から今回試行実施をしていきたいと考えております。以上でござい

ます。 

○主査（中島隆治君）永井委員。 

○委員（永井佑君）試行実施について、大体この地域でというのは考えられているんでしょ

うか。 

○主査（中島隆治君）事業調整担当課長。 

○事業調整担当課長 それにつきましては、現在検討中でございますが、保育ニーズが高い

ところ、そして、比較的離れた場所に通園されていらっしゃる方が多いところ、そういったと

ころの中から、試行実施につきましては１か所で行いたいと考えておりますので、絞り込みを

進めていきたいと考えております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）永井委員。 

○委員（永井佑君）分かりました。仮に送迎保育ステーションが開設されたとして、そこに

保育士の配置が必要ですよね。ステーションそのものは認可になるんですか、認可外保育施設

としての役割になるんですか。 
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○主査（中島隆治君）事業調整担当課長。 

○事業調整担当課長 先行都市を見た中で、送迎保育ステーションの実施について、特に認

可が必要という形では求められてはおりません。ただ、子供に利用していただく施設になりま

すので、必要な部屋の広さや必要な設備、そして短い時間ではあっても子供に生活していただ

く場になりますので、必要な数の保育士等を配置した中で、試行に取り組んでいきたいと考え

ております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）永井委員。 

○委員（永井佑君）必要な保育士も配置するということでした。仮に、駅に併設であった

り、車の通勤が多い環境であったりで、１か所に絞り込むということだったんですけど、その

ステーションにおいても保育士の配置基準を明確に守って、子供の安全を確保しないといけま

せん。私もほぼ毎朝、子供を保育所へ送っています。保育士に子供を預けるときも、今日は鼻

水が多く出ていますとか、せきが少し出ていますとか、または朝に便が軟らかかったですと

か、昨日からこういう状況に変わっていますとか、子供の様子を先生に詳しく伝えてから議会

に来ています。いつも顔を合わせてコミュニケーションを取っている先生だからこそ、子供の

様子も伝わりやすいし、こうやって自分も仕事に安心して励めているところがあると思いま

す。こういうステーションができて、そこを利用する保護者にとっては、いつも会って信頼し

ている先生がいるのといないのとでは雲泥の差があります。ステーションに預けたとして、子

供の様子を伝える際に、ステーション担当の保育士を配置するのではなくて、子供が通ってい

る保育施設の保育士を配置しないと、申し送りが又聞きになりますよね。それでは希薄化する

と思います。私はそこまでの体制をつくっていかないと意味がないと考えますけど、見解を教

えてください。 

○主査（中島隆治君）事業調整担当課長。 

○事業調整担当課長 委員がおっしゃるとおり、毎日の保育所への送迎で子供さんを連れて

いく中で、保護者の方と担当職員の間で子供の育ちに関することなど、様々な情報交換、情報

共有が行われていることと思います。 

 他都市の送迎保育ステーションの実施状況を見た中で、ステーションには専属の職員を配置

して、子供を見ているというような取組をしております。そうした場合、当然、保護者と保育

所の間にステーションが入ってくることになろうかと考えております。その場合、子供に関す

る大切な情報というのを、保護者の方や利用先の施設の方たちとうまく伝達、共有していくた

めには、どうした体制が必要になるのか、そうしたところはやはり、きちんと検討していかな

ければならないと考えております。 

 そのため、今後検討を進めていく中で、保育現場の方にもいろいろと意見をいただきなが

ら、子供、そして保護者の方、施設の方が、安心してこの事業の試行に御参加いただけるよう

な手法を検討していきたいと考えています。 
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 なお、先行実施の都市の中には、定期的に保護者の方が直接利用先の施設に送迎する機会を

設けるような取組をしているところもございますので、そうしたものも参考にしていきたいと

考えております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）永井委員。 

○委員（永井佑君）本来、保護者と子供が直接、保育施設に行くのが望ましいとは私も思い

ます。その中で、やっぱり間に入ると、伝達が又聞きになる、どうしても伝言ゲームになりま

すよね。これで実施した場合に、事故があったら取り返しのつかないことになりますから、私

はこれをやるのであれば、子供を預けている保育施設の保育士に来てもらう必要があると思い

ます。 

 送迎保育ステーションの開設によって保育士の確保も必要ですし、もともと利用している保

育所の負担にもなります。１人その時間にいなくなるわけですから。今の提案で言うと、必要

なのはやっぱり保育士の待遇改善を図って、潜在保育士と言われる、資格を保有しているけど

保育現場で働いていない人たちに現場に来てもらうことだと思います。資格を持っていても、

７割が保育士として働いていない、３割しか現場で働いていないわけなので。私は本会議でも

提案しましたが、送迎保育ステーションを開設することに反対はしていません。必要な方がい

らっしゃるので、重要だと思います。それと同時に、保育士の処遇改善を図って、現場に来て

もらうということをやっていかないといけないと思います。市独自で保育の現場を守って、保

育所を守って、安心して誇りある働き方のできる職場、そしてステーションとしないといけま

せん。 

 送迎保育ステーションの認可、もし通っている保育施設でない保育士を雇うということにな

れば、認可外保育施設で働くことになりますから、国の処遇改善策は該当しませんよね。なの

で、国家資格のある保育士に対して、本市独自で処遇改善策をつくって、送迎保育ステーショ

ンで働いてもらうということをやっていかないといけないと思いますが、見解を伺います。 

○主査（中島隆治君）保育課長。 

○保育課長 この送迎保育ステーションがどういった形になるかというのは、まだ今後、検

討していくということですので、どういった形態になるかは分かりません。本会議でも答弁い

たしましたが、いわゆる認可外保育施設でも一定の基準はございますけれども、事業者の方が

任意に設置して、従事者の方々の処遇もその事業者の方が任意に決めることができます。そう

いったところにつきましては、市として何か特別な処遇改善を実施するということは、現在考

えておりません。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）永井委員。 

○委員（永井佑君）送迎保育ステーションは市がやるわけでしょう。試行実施ということで

すが、その中で、これから来てもらう保育士に対して、認可外でやるわけですから、認可と比

べて安い賃金で来てくださいでは来ないと思いますよ。大きな問題だと思いますから、ステー
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ション試行実施の中で保育士の処遇もしっかりと捉えて、必要な賃金体系をつくって実施をし

ていただきたいと思います。この点は、今すぐ幾らにしますとか、そういう話は難しいと思い

ますけど、検討していただきたいと思いますが、それについてはどうお考えでしょうか。 

○主査（中島隆治君）保育課長。 

○保育課長 まだ実施の形態そのものが、どういった形になるかというのが決まっていない

段階で申し上げるというのは、非常に難しい面がございます。まず実施の形態が決まってから

の話だと思っております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）永井委員。 

○委員（永井佑君）ぜひ、試行実施をする中でも、保育士の処遇というのは切り離さずに考

えていただきたいと要望して終わります。ありがとうございました。 

○主査（中島隆治君）伊藤委員。 

○委員（伊藤淳一君）児童虐待についてお尋ねしたいと思います。来年度の予算の中でも、

こどもまんなかｃｉｔｙ推進事業で、子ども憲章をつくっていこうということも進められてお

りますし、また、現在超党派で子ども基本条例という有効性のある条例をつくっていこうとい

うことで、皆さん本当に精力的な活動を続けられております。 

 それで、調査号を見てみますと、児童虐待相談対応件数というのがありまして、全国的にも

そうですけど、本市においても年々増加しているという数字が出ています。令和２年度で

2,355件、令和３年度で2,363件、令和４年度で2,515件と報告されております。 

 さらに、その中で、児童１万人当たりの件数というのがありますけども、本市は全国と比べ

ても多く、1.5倍くらいの件数になっております。 

 そこで、質問ですけども、全国的にも今年々増加しているわけですが、この要因について、

どういうところがあると考えられているのかという基本的な認識をお尋ねしたいということ

と、先ほど言いましたが、本市は全国と比べても1.5倍くらい多いわけですけども、その原因

は何なのか、お聞きしたいと思います。 

 ２点目は、この虐待では、いわゆる虐待死事件というのがセンセーショナルな形でよく報道

されます。その中で、児童相談所の人員不足とか、あるいは専門性の欠如、関係職員との連携

の甘さというようなことが指摘されております。全てが本市に当てはまるかどうかは分かりま

せんけども、そのような指摘に対して、本市はどのような取組をしているのかということをお

聞きしたいと思います。 

 ３点目は、こういった虐待を減らしていくためには、やっぱり地域との連携が欠かせないと

思います。その中で、ふれあいネットワークといった取組もあるわけですけども、ふれあいネ

ットワークと児童相談所の連携というものがされているかどうか分かりませんが、私は積極的

に進めていくべきではないかと思います。 

 それと同時に、予防していくという観点では、そういった連携も含めて、家庭訪問の回数を
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もっと増やしていくということが予防につながっていくのではないかと思っているわけですけ

ども、そういった取組はどのようにされているのか、お聞きしたいと思います。 

 最後に、民生委員や児童委員ですが、最終的には国から委嘱を受けて活動をされているわけ

ですけども、本当に住民福祉のために、地域の前線で重要な活動をされています。こういった

方々の報酬制度というのはどうなっているのか、お聞きしたいと思います。 

○主査（中島隆治君）児童虐待対策担当課長。 

○児童虐待対策担当課長 まず、児童虐待の増加の要因というところを御説明いたします。 

 今、数字をおっしゃっていただきましたけども、年々増加傾向にあります。令和５年度にお

きまして、２月末の時点の数字になりますけども、昨年度の数字を超えているような状況でご

ざいます。この背景といたしましては、市の条例の施行以降、市民の意識の高まりによって通

告件数そのものが増えてきているということで、早期発見につながっているというところが増

加の背景にあるのではないかと考えております。 

 それから、人口１万人当たりの件数ですけども、分析はしておりませんが、全国的な数字も

公表されていまして、傾向そのものといたしましては、例えば件数の増加率ですとか、心理的

虐待が６割を占めているなど、全国の数字と比べて特に遜色はないものと考えております。以

上でございます。 

○主査（中島隆治君）母子保健担当課長。 

○母子保健担当課長 児童虐待の防止、予防についてお話しさせていただきます。 

今、伊藤委員からありました地域のふれあいネットワークとの連動というところですが、ま

さにその視点は大事で、北九州市においても、要保護児童対策地域協議会を設置しておりま

す。北九州市レベルの代表者会議、区役所単位で行う会議、それからケースごとに行う会議

と、３層構造で行っておりまして、その中に地域の代表者として、地域の主任児童委員の方、

民生委員の方に入っていただいて協議をしているところです。年２回の代表者会議の中でも、

その方々がどういう活動をしているかということを報告していただいおりますが、毎年、その

地域の小学校区や中学校区ごとに意見交換会を実施していることなどの報告をいただいており

ます。ほかに個別の事例検討会というのもありますが、その中では、実際にそのお子さんがい

る世帯について、細かく協議を行っているような状況となっております。いずれにしても、一

人一人のお子さんの家庭背景等も把握しながら、この家庭にどのような支援が必要かというと

ころを、一つ一つのケースについて検討しているところでございます。 

 また、家庭訪問の回数なども増やしていってはどうかという質問をいただいています。私ど

もも、予防の観点で家庭訪問を行っております。赤ちゃんが生まれてから４か月になる前に、

全戸訪問という形で訪問させていただいております。その中で気になるお子さんについては継

続訪問しまして、回数を重ねております。 

 ただ、中には、虐待を疑われているんじゃないかということで非常に拒否をされる場合もあ
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りますので、そこは現場の専門職が上手に、こういうことが心配だったから顔を見に来たよ、

というように、御本人の困り事に合わせて、情報提供するような形での訪問を続けていったり

して、現場ではかなり工夫してケースフォローを行っているところでございます。以上です。 

○主査（中島隆治君）総務企画課長。 

○総務企画課長 最後に、民生委員の報酬制度はどうなっているかという御質問をいただき

ました。 

 民生委員につきましては、所管が保健福祉局となっておりますので、制度については子ども

家庭局ではお答えすることができません。以上です。 

○主査（中島隆治君）子ども総合センター次長。 

○子ども総合センター次長 北九州市の子ども総合センターの人員体制や専門性の担保とい

う部分についても質問いただきましたので、お答えさせていただきます。 

 本市の子ども総合センターにおきましては、児童福祉司が相談対応など実際の現場対応をし

ております。児童福祉司の配置につきましては、法定で虐待の件数や人口規模で配置人数が定

められております。本市におきましては、今年度70名でございました。その部分につきまして

はしっかりとさせていただいております。 

 それで、御心配の部分、専門性のところかと思うのですが、規模が大きくなると、やはり経

験の浅い職員が増えてくるという傾向はございます。ただ、人の入替えという部分でも、しっ

かりと考慮したところで、ベテランが残りつつ、そのベテランが新人にもしっかり研修等を行

っていくという体制を取らせていただいております。 

 また、個別の研修につきましても、今非常に力を入れておりまして、大体月１回ずつ、専門

的な研修を入れさせていただいておりますし、そういった児童福祉司を束ねるスーパーバイザ

ー、北九州市の場合は主に係長級ですが、そういった者もしっかりと研修に取り組ませていた

だいております。 

 それから、関係機関との連携というところでは、先ほど児童虐待対策担当課長が申しました

が、北九州市には、要保護児童対策地域協議会というしっかりとした組織がございますので、

その中に、子ども総合センターも参画させていただきまして、情報共有は密にさせていただい

ています。また、草の根で言いますと、民生委員にも、必要に応じて声をかけさせていただい

ていまして、夜間電気がついているかとか、そういったところは協力をいただいているところ

でございます。以上です。 

○主査（中島隆治君）子ども総合センター所長。 

○子ども総合センター所長 児童１万人当たりの虐待相談対応件数が、全国と比べて1.5倍と

いうことで、北九州市は虐待が多いのではないかという御質問をいただきました。 

 先ほど担当課長からも御説明させていただきましたように、詳細な検証というのはしており

ませんが、私どもに24時間子ども相談ホットラインがございまして、夜中にお子さんが長く泣
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いているんだけれど、というような情報提供をいただくことがございます。そういうときも、

虐待かどうかは分からないけれども、そういう心配な情報をいただいたときは、一旦は虐待通

告として扱って、必ず受理会議を開きます。そして、お子さんの安全確認をして、それから泣

いていたのはどういうことだろうかと。発達の特性で、どうしても長泣きするお子さんの場合

もありますけれども、中には親御さんが育児に疲れて、もう、どう対応すればいいか分からな

くなっているというようなことを、そこで拾い上げることができるような場合もありますの

で、私どもは、かなり幅広に、丁寧に、相談であっても虐待通告として受理して対応している

というのが一点あるかなと思っております。 

 また、福岡県警には非常に熱心に児童虐待対策に取り組んでいただいておりまして、子供の

目の前で激しい親子げんかや夫婦げんかをするという、いわゆる面前ＤＶと言われるものがあ

りますが、福岡県警は激しい夫婦げんかがあったときには、そこにお子さんがいない、面前で

なくても、お子さんがいる世帯であれば、日頃からそういった激しいけんかをお子さんが目に

することがあるんじゃないかということで、今回はその場にお子さんはいなかったけれども、

危惧されます、ということで本当に幅広く通告をいただいております。結果、そこに対応する

ということになりますので、どうしても件数が増えていくというところです。昔から親が子供

をたたくとかというようなことはあったと思うんですが、それは当たり前だよねと言っていた

時代から、だんだん世間の意識が変わって、児童虐待じゃないかということで通告をいただく

いうようになっておりますので、件数が増えたというよりも、皆さんが心配して通告していた

だくようになってきた。それは、条例設置ということも影響していると思いますが、そういっ

た関係で件数が増えているのではないかと思っております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）伊藤委員。 

○委員（伊藤淳一君）相談窓口の認識とか、周りの人たちの認知度が高まってきて、カウン

トするケースが非常に増えてきたというところで、全国と比べて1.5倍という数字になるので

はないかというような説明だったと思うんですけども、私もそうではないかとは思いますが、

いずれにしても、もう少し詳しい分析が欲しいので、また機会があれば、そういった分析が出

たら、ぜひ提示していただきたいと思っております。 

 あと、この増加の原因ですけども、私は根本的には総体的な貧困というのが大きいんじゃな

いかと思っているんです。データによると、児童７人に１人はそういった貧困になっているの

ではないかということがあるわけです。児童虐待というのはそういう貧困家庭でというのが圧

倒的に多いというデータもあるわけですから、この解決がやっぱり大きいんではないかと思っ

ています。そういった意味では、この貧困を生み出す大きな背景として、政治の対処の遅れと

いうのがあるのではないかと思っています。 

 事実、2019年ですけども、日本政府は、国連の子どもの権利委員会から最終所見でこういっ

た請求を受けているんです。社会の競争的な性格により子供時代と発達が害されることなく、
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子供がその子供時代を享受することを確保するための措置を日本政府に求めたんです。そうい

ったところから見て、まだまだ意識的にこの問題に取り組んでいかなければいけないんじゃな

いかと思っています。 

 もう一つ聞きたいのは、先ほど児童相談所の人員不足というようなこともあって、いろいろ

強化されているといった報告もありました。しかし、虐待の件数増加にその人員の強化が追い

ついていないんじゃないかとも思いますが、その辺はどう考えられていますか。 

○主査（中島隆治君）子ども総合センター次長。 

○子ども総合センター次長 新たな人員については、初めから専門性が高いわけではありま

せん。だからこそ、経験豊富なスーパーバイザーがしっかり教育するとともに、先輩職員の指

導の下に地道に経験を積んでいって、専門性を高める段階というふうに考えています。これは

北九州市に限らず、全国の児童相談所がそういったことに直面しているのではなかろうかと考

えております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）伊藤委員。 

○委員（伊藤淳一君）だからこそ、今までと同じような取組では駄目なんですよ。虐待件数

が増えていっているわけですから。先ほども出ましたけども、全国と比べても北九州市は若干

多いという数字も出てきているわけで、私は職員の人員増加というのが、決定的に大きな問題

になると思います。今の取組のままでいくと、虐待件数は減らないんじゃないかという危惧さ

えしています。確かにいろんな工夫はされておりますけども、やっぱりここにこそ予算をつぎ

込まなければいけない思っているんです。 

虐待というのはストレスがずっと残るケースもあるそうです。大人になっても残るというケ

ース、それが爆発するんです。そして人を害するといったような破壊的な行為まで起こるとい

うケースも報告されているわけです。そういった意味で、この虐待というのは、早くからそれ

を発見して対応するというような、十分な手だてが必要だと思います。確かに全国でも苦しん

でいるんですけども、ぜひ北九州市も、もっと努力していただきたいと思っております。 

○主査（中島隆治君）子ども総合センター所長。 

○子ども総合センター所長 先ほど伊藤委員から虐待件数の増加に人員増が追いついていな

いのではないかという御質問をいただきました。そこに少しお答えが不足していたかなと思い

ますので、お答えさせていただきます。 

 児童福祉司の配置の基準というのを国が示しております。まず人口３万人に対して１人配置

し、そして、虐待対応件数が標準的な自治体の平均より40件多いごとに１人加算するというふ

うに、虐待の件数が多いところについては、その分児童福祉司を多く配置しなさいとなってお

ります。私どもはその計算で人員を増加させていただいておりますので、件数が増加をすれ

ば、それだけ児童福祉司も多く配置するということになっております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）伊藤委員。 
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○委員（伊藤淳一君）それは分かって言っているんですけど、それじゃ駄目ですよというこ

とを言っているんです。だから国に基準をもっと上げよと求めてください。今までの基準でや

っていたら、虐待件数は減らないんじゃないかと思います。件数を減らすには、決定的に人員

不足だと思いますので、引き続き取り組んでいただきたいということをお願いして終わりま

す。 

○主査（中島隆治君）藤沢委員。 

○委員（藤沢加代君）私からは子ども医療費の助成制度と放課後児童クラブについてお尋ね

します。この２つの事業は両方とも、自治体や保護者などの市民の運動があって国を動かして

きたと思います。自治体も頑張ってきましたよね。 

 まず、子供の医療費ですけれども、ペナルティーがいよいよなくなりましたが、そのペナル

ティーの額は2,000万円ということで、あまり大きなものではないということだったんです

が、せっかくペナルティーがなくなったわけなので、このペナルティーの活用というものが、

来年度予算などに、どのように生かされているかということをお尋ねします。 

 それから、この子供の医療費助成制度は全国的に、どんどんと自治体が競争のように改善も

してきているので、先を走っていたら、いつの間にか後れているというような状況も生まれて

いると思うんです。福岡県内でも、そういうことがあるかと思います。北九州市は県内で福岡

市とよく並び称されるので、福岡市と比較してみました。そうすると、この１月１日から福岡

市は18歳まで対象年齢を広げていました。自己負担金が北九州市より、ぐっと減ります。

500円、それこそワンコインです。ところが、北九州市の場合はいろいろと段階があります。

その辺で福岡市に負けないところに、ぜひ持っていく必要があるのではないかと思いますが、

その辺の見通し、見解をお尋ねします。 

 それから、放課後児童クラブについてです。学童も今回の棚卸しのところに上がっておりま

す。棚卸しで保護者負担金972万円が決算ベースで減っているんですけれども、改めてここで

気になったのが、この保護者負担金、予算が用意されているのにそれが決算で十分に使われて

いなかったということは、対象の方々がきちんとこの制度を利用できているのか、ということ

です。今回、市長が棚卸ししたというのは、今までうかつにも見過ごしていた、スルーしてい

たということを何か気づかせてもらったなと思いました。余談ですが、市長に文句も言いたか

ったけれども、感謝をすべきなのかなとか、いろいろ考えています。 

 今、実績として、この対象はしっかりと把握していると思います。子供に対する給付金とい

うのもありましたので、当局が数を分かっていると思うんですが、この保護者の負担金軽減制

度を登録している人の割合、どれぐらいが受けられているのかという実績を教えていただきた

い。そして、実績に差がなければいいんですが、差があるとすれば、何でこんなふうになって

いるのか、どこか見直す必要があるんじゃないか、というようなことがあるかどうかお尋ねし

ます。以上です。 
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○主査（中島隆治君）子育て支援課長。 

○子育て支援課長 まず、子ども医療費の件で、１点目のペナルティーの廃止ということで

お答えいたします。 

 国民健康保険特別会計の減額調整措置が令和６年４月から廃止されるということで、委員が

おっしゃられたように、その効果というのが大体2,000万円ということでございます。この所

管は保健福祉局になりますが、国民健康保険特別会計への市からの繰入金が減ることによりま

して、一般財源が増えるということになるため、その使い道は市全体で考えることになろうか

と思いますけども、これからの話ですので、これを子育て関係予算に回すということも一緒に

考えていきたいと思います。 

 続きまして、福岡市の状況でございます。委員からの御紹介にありましたとおり、本年１月

から対象を高校生まで拡充ということで、もともと自己負担額については、福岡市は一律

500円ということでございます。本市と比べますと、ちょっとその自己負担額で差がついてい

るという状況でございます。 

 安心して子供を産み育てることのできる環境づくりのために、子ども医療費支給制度の果た

す役割というのは大変重要と考えておりまして、これまでも段階的に助成内容を拡充してまい

りました。直近では、令和３年４月に中学生まで、令和４年１月に高校生まで拡充ということ

で、この点は福岡市より２年先行していたというところでございます。この拡充によって、出

生から高校３年生までの18年間で、保護者負担は45万円軽減されるということで、一定の効果

があると考えております。 

 ただ、この子ども医療費完全無料化、まずは500円からということでございますが、所要額

は約６億円と試算しておりまして、こういった恒久的な財源確保が必要な事業ということにな

ります。これまでも御紹介差し上げておりますけども、政令市については県からの補助が、中

学生の部分を除いて、一般市町村が２分の１のところ、４分の１という事情もございまして、

なかなか県からの補助の増額が見込めない中、６億円すべてを一般財源で確保する必要がある

ということもあって、今後、財源確保を含めて研究すべき課題であると認識しております。以

上でございます。 

○主査（中島隆治君）児童育成担当課長。 

○児童育成担当課長 放課後児童クラブ利用者の支援事業ということで、保育料の補助につ

いて御質問いただきました。 

 制度としましては、生活保護世帯につきましては、5,000円を上限として利用料の100％、非

課税世帯につきましては、月額2,500円を上限に利用料の50％補助、というような制度になっ

ております。このたび、棚卸しということで減額になっている部分につきましては、これまで

の決算ベースに合わせていますので、これで令和６年度に対応できないということはないと考

えております。 
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 申請につきましては、登録しているすべてのお子様に、クラブを通じて申請書を配る方式に

しております。それでもやはり子供ですから、保護者に渡し忘れることはあると思いますの

で、問合せがありましたら、子育て支援課からも申請書をお渡ししておりますし、各区役所に

も置いております。申請の際には、税の証明や生活保護の方であれば保護証明が必要になって

まいりますので、必要書類を添付して提出していただくようにお願いしているところです。 

 もしかすると広報が足りていないのではないかと御心配されているところについては、再度

検討してまいりたいと思っております。以上です。 

○主査（中島隆治君）藤沢委員。 

○委員（藤沢加代君）子ども医療費ですが、福岡市並みに500円の負担にするには６億円が必

要だということです。６億円というと北九州市の財政にとっては、大きいといえば大きいです

が、大きくないといえば大きくないということなので、完全に無料にしているところもあるわ

けですから、本市の担当局として、それをできるだけ早くするために、この辺をどのように考

えているかということをお尋ねします。 

○主査（中島隆治君）子育て支援課長。 

○子育て支援課長 今後につきまして、まず令和６年度当初予算で申し上げますと、昨年５

月のコロナの５類移行によって、患者に自己負担が生じたということと、あとインフルエンザ

やヘルパンギーナといった感染症が大流行したということで、今年度当初予算に比べて３億

9,000万円増額計上しております。 

 そういったことで、今後の医療費の状況というのがなかなか見込めない、一旦、コロナ後の

１年間を通しての医療費なども状況把握する必要がございますので、そういったことも見極め

ながら、しっかり検討してまいりたいと考えております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）藤沢委員。 

○委員（藤沢加代君）今、本市では若い人の人口流出というのをとても気にしていると思い

ます。子育て世帯が必ずしもこの医療費の助成制度だけで流出ということはないと思うんです

けれども、本市の場合、若い人たちの流出というのは、やっぱり大きいですよね。ですから、

これを早く改善するということは一つ大事なことだし、それともう一つ、流出してよそへ行く

ということもですけれども、今の少子化というのは、全国のどこに住んでいようが、次の世代

が圧倒的に減ってしまうという問題が大きいと思うんです。やはり本当に子供を産んで育てて

いけるという体制を本市で整えるということがとても大事だと思いますから、子ども家庭局の

皆さんも未来に向けて、本当に大事な仕事をしていると思います。それで、だんだんと改善は

されてきたんですけど、子供はあっという間に大きくなるんですよ。実際に子育てに関わって

いるうちは大変な思いをしているということなんだけれども、過ぎてみれば本当にすぐ大きく

なりますから、子供はもう待ったなしということで、ぜひこの事業の改善を急いでいただきた

い。これを要望したいと思います。 
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 それから、放課後児童クラブです。先ほどのお答えで分かりましたが、私が知りたかったの

は、登録している人たちのうち、対象になる世帯の何割くらい、どれぐらいが補助を受けられ

ているかという数字なんですが、そこは分かるでしょうか。 

○主査（中島隆治君）児童育成担当課長。 

○児童育成担当課長 昨年度の数字になりますが、生活保護を受けていらっしゃる世帯の方

が42件、非課税世帯の方が829件になっております。以上です。 

○主査（中島隆治君）自民党・無所属の会、日野委員。 

○委員（日野雄二君）私から４点、簡潔、明瞭に答弁お願いします。 

 令和６年度の病児保育事業の経費は２億9,600万円計上されているが、令和５年との対比は

どうなっているのか。病児保育利用者数の実績は、令和３年、令和４年に比べて、令和５年は

約２倍になっている。そうすると、この予算で令和６年度は機能するのか。病児保育事業所は

足りるのか。働き手の確保についても、どう考えているのか。 

 次に、議案第40号、北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例について、保育所運

営の効率化と機能の拡大を図るため、老朽化した施設の建て替え等に合わせて、直営保育所の

民営化を行うということで、今回、直営の白銀保育所、それから指定管理の陣原保育所につい

て、令和５年10月に運営法人が決定したということでありますが、我々はどこで決まったのか

も聞いておりませんし、建て替えの日数とその間の園児はどうするのか。また、保育所の先生

の就労支援をどう考えているのか。 

 ３つ目に、令和６年度当初予算に関する説明書にある、子ども家庭費の中の幼稚園等での預

かり保育事業経費２億100万円とは別に、幼稚園の預かり保育料第２子無償化事業経費として

１億100万円計上されているが、この内容について簡単でいいですからお聞かせください。な

ぜこんな質問をしたかというと、我々も毎年、子ども家庭局に提案をしていたことですが、私

立幼稚園において未就園児保育の支援をお願いしている。これは何かというと、幼稚園は２歳

児預かり保育をやっているわけでありますが、それに対する負担は園と保護者になっている。

今まさに、彩りある人を育む、子育ての充実など、いろいろとうたっている武内市長が、この

ことにもいまだ手をつけないで、要するに保育料も無償化は第２子から、第１子や一人っ子は

もうどうでもいいということ。この幼稚園の２歳児預かり保育は、保育所の待機児童対策にも

なっているわけで、私の記憶では1,500人ぐらいの園児が２歳児預かり保育で各私立幼稚園が

見ているのではないかと思います。我々はいつも提案しているのに、何の答えも返ってこない

が、これについてどう思っているのか。 

 ４つ目に、子ども食堂開設支援事業経費で600万円とあるが、600万円でどんなことができる

のか。また、子ども食堂が各区にどれだけあって、子ども食堂に対して食料支援などもろもろ

あろうかと思うが、支援についてどう考えているのか。それを北九州市にあるロータリークラ

ブやライオンズクラブ等々のボランティア団体と連携して、しっかりやっていく気があるの
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か。そういう団体も子ども食堂に関する支援を打ち出していますが、それについてどういう認

識を持っているのか、お聞かせください。以上。 

○主査（中島隆治君）保育課長。 

○保育課長 病児保育についてお答えさせていただきます。 

 委員がおっしゃるとおり、特に今年度に入ってから、利用者が非常に増加しております。こ

れは、県の無償化の影響、あるいは感染症の流行といったことがあると承知しています。予算

上も令和６年度は令和５年度と比較しますと、施設整備費は別に5,000万円以上多く計上させ

ていただいています。令和５年度も急に利用者が増えてきたことから、令和６年度も同様に増

え、仮に予算が賄えないような状況になった場合は、当然のごとく、別途、予算措置を考えて

いかなくてならないと認識してございます。 

 また、働き手の確保の御指摘について、各病児保育室で看護師や保育士を確保していただく

わけですが、令和５年度も児童の受入れを拡大するために、年度途中に補正予算を計上させて

いただいて、受入れ確保のために保育士などを雇用するときの補助を実施させていただいてい

る最中でございます。こちらは令和６年度予算に計上しているわけではございませんが、令和

６年度はもう１施設の新設増を想定しておりますので、いろいろなことを考えながら利用者増

対策を実施していきたいと考えております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）事業調整担当課長。 

○事業調整担当課長 保育所の民営化の関係でございます。 

 まず、２施設の運営法人の決定でございます。白銀保育所につきましては、八幡西区真祐会

という法人が運営に当たっていただくことに決まりました。現在、八幡西区と八幡東区でそれ

ぞれ保育所を運営している法人でございます。そして、指定管理の陣原保育所につきまして

は、現在、指定管理者として運営していただいております保育事業協会が、引き続き運営主体

となります。運営法人決定の際ですが、昨年９月下旬に委員の皆様へ資料とともに御説明させ

ていただいたのですが、そのときの説明がり分かりにくかったと思いますので、おわびさせて

いただきます。 

 白銀保育所は民営化後に建て替えに入っていく形になります。建て替えは現地での建て替え

を考えておりまして、その間、仮設園舎を現在の保育所から、道路を挟んで斜め向かいの白銀

公園の敷地の一部をお借りして、早ければ今年の秋口から仮設園で保育を続けていただくよう

な形を考えております。施設整備に１年から１年半くらい要するかと考えておりまして、建て

替えが終わりましたら新園舎への移転を予定しております。 

 そして、保育士への支援の関係でございます。まず、八幡西区の陣原保育所につきまして

は、現在の指定管理者である法人がそのまま運営を行いますので、引き続きスムーズに運営が

できるように運営費の助成と運営支援をしていきたいと考えています。新たに直営白銀保育所

の運営法人になる法人につきましては、既に法人で保育士の確保をしていただいております
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が、市としましても、現在、白銀保育所で会計年度任用職員という形で勤務いただいている方

が、一度に全員替わってしまうというのは、子供たちが不安な状況になるところもございます

ので、私どもと法人で協議していく中で現在聞いているところでは、会計年度任用職員が引き

続き新法人で運営に参加していただけるようで、民間法人に変わってからも６名の方が引き続

き保育に当たっていただけるということでございます。 

 また、新旧のスタッフの引継ぎというのも必要になってこようかと思っています。これは既

に昨年の11月から子供に関することや、子供に顔を覚えていただく必要というのがあろうかと

思いますので、少しずつ新法人に保育所に入っていただきながら、子供との触れ合い、そし

て、送迎のときなどでの保護者の方への顔合わせ、御紹介ということに現在取り組んでいるよ

うな状況でございます。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）幼稚園・こども園課長。 

○幼稚園・こども園課長 幼稚園の関係で答弁させていただきます。 

 まず、幼稚園の預かりの関係でございますが、令和６年度予算に約２億円を計上させていた

だいております。これは、委員も御承知のとおり、通常の教育時間外に子供たちを預かってい

る、この預かり保育の予算でございます。 

 それから、無償化のところですが、幼稚園は国の無償化で、令和元年度から満３歳児の預か

り保育無償化の対象になっておりますし、また、市の独自の第２子以降の無償化についても満

３歳児の預かり保育のお子さんも対象としていますので、その予算を計上しております。 

 次に、２歳児保育の関係でございます。２歳児保育に関しては、委員をはじめ会派の方から

も毎年要望をいただいているところでございまして、市としても、この２歳児保育について

は、子育ての負担軽減や、あるいは児童虐待防止などにつながって、重要な取組だと考えてお

ります。このため、この２歳児保育の財政支援については、国に対して、これまでも機会があ

るごとに、他都市とも連携して要望を行ってきたところでございますが、国からはまだ一律の

公定価格を設定する状況にあるとは言えないということで助成対象となっていないところでご

ざいます。 

 このため、市としても何かできないかというところは、これまでも対応してきております。

この２歳児保育にも幼稚園の先生方が対応しておりますが、市内に私立幼稚園は90園ほどあり

ますけれども、１つは子育て支援員の補助員について、例えば令和３年度においては１園当た

り80万円ほどの予算措置をしており、令和６年度は１園当たり100万円ほどに予算を増額して

対応しております。政令市で言えば、こういった独自の類似助成は、本市を含めて３市のみ

で、これは力を入れてやっているところでございます。 

 委員御指摘のところまではなかなか至ってはおりませんけれども、こういったところや、あ

るいは先ほど予算のところで申し上げた預かり保育といったところも、これには国の助成が一

部入っておりますけれども、そういったところも対応していますので、引き続きこうした施策
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を着実に実施してまいりたいと考えております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）児童育成担当課長。 

○児童育成担当課長 子ども食堂について御回答させていただきます。 

 まず、現在の子ども食堂の数ですが、市内では59か所で各団体が活動しております。活動の

資金等については、皆様から食材を御提供いただくほか、一般の方や法人の方からも御寄附が

ございます。この御寄附については社会福祉協議会の基金からになりますけれども、現在、北

九州市の子ども食堂に対して年10万円を活動資金の寄附分配という形でお渡しして、それを元

に活動していただいております。 

 また、委員がおっしゃっていましたロータリークラブやライオンズクラブの皆様からも、お

声がけをいただいた際に、出前講演に何回も伺わせていただいております。また、ボランティ

アや食料品等の御寄附がありました場合も受入れ等をさせていただいておりまして、十分に連

携をしているところでございます。以上です。 

○主査（中島隆治君）日野委員。 

○委員（日野雄二君）質問はしませんが、要望させていただきます。 

 保育所の件は、新たにその場で建て替えるということですから、その間は近くに園児が通う

ということ、この安全安心対策はしっかりやっとかないといけませんから、そこは言っておき

ます。また、そこで働きたいのか、実は遠くから来ていて、近いところで働きたいというの

か、保育士の希望を聞いてほしい。今は保育士が欲しいが足りないわけですから、しっかり面

接をやっていただきたいと思います。 

 それから、幼稚園の預かり保育ですが、これは市長質疑で２歳児保育について質問するので

あまり詳しく答えなくてよかったんだけど。市長は国から言われる前に独自でやるのが得意な

んだろうが、１年たったのにこれには全然発揮されていない。 

最後の子ども食堂ですが、今、実はロータリークラブをはじめ、ライオンズクラブや企業も

クラウドファンディングなどを活用して、食材を子ども食堂に届けよう、手をつないでやって

いこうという動きになっている。子ども食堂だけど、高齢者にもそういう難民がいますから、

そこをつないでいこうということもやっていますので、子ども食堂開設支援事業で600万円だ

けど、総合的なことを子ども食堂でやっていかないといけないので、ぜひ頑張っていただきた

いと要望して終わります。以上です。 

○主査（中島隆治君）鷹木委員。 

○委員（鷹木研一郎君）配慮を要する子供の支援で拡充をしていただいております、特別保

育事業補助についてですけれども、まず保育士加配基準の拡充の具体的な説明をお願いしま

す。 

○主査（中島隆治君）保育課長。 

○保育課長 障害児の加配基準の拡充の内容についてでございます。 
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 現在、障害児が２名、１つの園に在籍して初めて加配の保育士がつくような制度になってお

ります。これに対して予算成立した場合には、令和６年度から、障害児が１人であっても、５

時間パート保育士の加配をつけることを実施したいというのが内容でございます。以上でござ

います。 

○主査（中島隆治君）鷹木委員。 

○委員（鷹木研一郎君）これまで議会から要望させていただいたことや、保育現場の先生方

の声を尊重していただきまして、感謝申し上げます。ありがとうございます。 

 それと、現場の先生方からは、近年、いわゆる気になる子供が保育現場でも増加していると

聞いております。そのような子供たちにも、心血を注がれていると聞いておりますし、これは

現場から聞いた話なんですけれども、子供によっては常に目が離せなくて、保育士の先生方が

付きっきりになって、疲弊することも少なくないと聞いております。 

 本当に難しい問題だと思っているんですけれども、今回の加配をきっかけに、いわゆる気に

なる子供に対応できる制度、施策をぜひ創設してほしいと思いますが、何か見解がございまし

たらお願いいたします。 

○主査（中島隆治君）保育課長。 

○保育課長 委員がおっしゃられたように、気になる子供が増えているのではないかという

話は、私どもも現場の先生方と意見交換させていただく中でお聞きしております。 

 なかなか一気に全部というわけにはいかない面がございまして、今回はその第一歩なのです

が、先生方の声もその時々によって、時代によって、いろいろと変わってくると思います。今

後もそういった現場の先生方と絶えず連絡を密にしながら、極力要望に応えられるような姿勢

で取り組んでいきたいと思っております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）鷹木委員。 

○委員（鷹木研一郎君）気になる子供、見極めなども大変難しいと思っておりますし、国の

方もまだきちんとした指針を示してくれていないと思っております。重たい大変重要な課題で

あると思っておりますし、現場の声を聞いていただいて、なるべく前に進めるようにしていた

だきたいと思っております。 

 こうしたことを充実させていくときに、やっぱり保育士の確保が大変重要になってくると思

います。併せて、保育人材の確保にも全力を挙げていただきたいということを要望して終わり

ます。 

○主査（中島隆治君）中村委員。 

○委員（中村義雄君）まず、プレーパーク普及促進事業です。新規で予算をつけていただき

ましてありがとうございます。白鳥課長にすごくを汗かいていただいて、プレーパークのこと

は私もずっと本会議で申し上げてきましたので、お礼申し上げます。 

 それと要望ですが、先ほど子ども食堂の話が出ていましたけど、うちのまちづくり協議会で
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は子ども食堂を７～８年くらいやっていて、年度末なので、今、決算をしているところです。

大体、50数万円程度の経費がかかっていて、そのうち20万円程度の手出しが発生しています。

あとは、いろんな補助等を申請していただいているんですけど、20万円という金額は、まちづ

くり協議会からすると大きな金額なので、さらなる支援を考えていただきたい。物もありがた

いんですけども、保存が利くものはいいのですが、生ものについては受け渡しのタイミングが

なかなか難しいので、やっぱりお金がありがたいです。それが子ども食堂の現状ですので、ぜ

ひ検討していただければと思います。 

 質問ですが、あと一週間くらいで孫が生まれます。３人目なんですけど、産みたい人が産め

る環境というのが非常に大事だと思いますが、令和６年度で、２人目以上の子供が生まれる場

合の主な支援についてはどういうものがあるのか教えてください。主な支援で結構ですので、

例えば保育所無償化というのがありますけど、それ以外に２人目だったら、３人目だったらこ

ういう支援がありますよ、というのがあれば教えてください。 

○主査（中島隆治君）子育て支援課長。 

○子育て支援課長 来年度から、国の主導にはなりますが、児童手当の拡充がございます。

高校生世代まで対象が拡充されること、所得制限が撤廃されること、それから３人目の額が３

万円に増額となります。子育て支援策の拡充というところでは、こういったものがございま

す。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）中村委員。 

○委員（中村義雄君）分かりました。それは国の話ですよね。市には答えるものがないとい

うことが分かりましたので、非常に残念だなと思いました。今後を期待して終わります。 

○主査（中島隆治君）ここで休憩いたします。再開は午後１時といたします。 

（休憩・再開） 

○主査（中島隆治君）再開します。 

 休憩前に引き続き質疑を行います。質疑はありませんか。公明党、村上委員。 

○委員（村上直樹君）質問を２点と、あと１点は本会議で５歳児健診について質問をさせて

いただきましたが、時間がなくて第２質問ができなかったので、ここで意見を述べさせていた

だきたいと思います。 

 ５歳児健診については局長に答弁していただいて、全国で９割の市町村が集団健診で行って

いるけれども、北九州市は１歳半と３歳児健診を個別健診で行われているということで、質の

高いフォローアップ体制が確保できていますと言われていましたが、私も本当にそのとおりな

んだろうなと思っております。さすが、子育て日本一をうたっている本市だなと思いました。 

 ５歳児健診についてですが、北九州市では園医による健診を行っているということで、今回

の国の健康診査支援事業も補助対象になりますと答弁していただいているので、私もありがた

かったなと思っております。 
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 私たち公明党の各地方議員が全国各地で、この５歳児健診、自治体独自の乳幼児健診の推進

についてずっと言っているのですが、昨年の10月の岸田総理に対しての直接の提言の中で、助

成の対象に年齢時期を追加して、出産から就学まで切れ目のない健康診査の実施体制を整備し

てほしいということを要望させていただいて、その要望が実って昨年11月に成立し、2023年度

予算の補正予算に必要経費が計上されました。実は私もいろいろ調べてみたところ、導入して

いる自治体は、ほぼ集団健診ですけど、ほとんどの子供が健診を受けているらしいです。約２

割程度の子供に何かしらの問題行動などが見受けられるということだったようです。先ほど鷹

木委員が言われた気になる子という話が出ましたが、そういう子だと思いますが、その子たち

に２次健診を受けさせているということです。また別の自治体では、保護者へのアンケート

で、保護者の心配度合いが高い場合は、幼稚園や保育園に心理士などが直接訪問して、その子

供が集団健診の中でどういう状況なのかと様子を見たりしているということです。その結果

は、直接保護者へ個別に説明をして、必要によっては医師や専門機関につなげるということ

で、いずれにしても、個々に合わせた支援を行うことが大事なんじゃないかなと思っておりま

す。 

 子供と保護者が、安心して就学を迎えるための５歳児健診というのは大事なんだろうと私自

身も思っております。私の知り合いの内科医の先生に聞いたら、やっぱり個別健診のほうがい

いよと、また、知り合いの保育士さんにも聞いたら、絶対個別健診のほうがいいと思いますと

言われていましたので、北九州市は個別で行われているからよかったなと思っております。意

見でございます。 

 それから、子ども食堂についてお伺いをしたいのですが、平成28年にまず公設民営でスター

トをした子ども食堂は、子供に対しての食事の提供を通じて、生活のサポートや子供の居場所

づくりなどの役割を果たしています。これは全国でも実施されているのですが、北九州市も実

施しており、誇るべき取組だと私も思っています。全国でも多分9,000か所以上、１万近い数

があると思うんですけども、まだまだ増えているというようなことも聞いています。先ほど日

野委員が本市の運営数を聞いたら、今は59か所で運営しているということでした。食材につい

ても、法人や一般の方からの寄附のほか、ライオンズクラブ等からも寄附していただいている

ということなんですけども、先ほどお金のほうがいいという話も出ていましたが、今の物価高

騰で子ども食堂の運営が成り立たなくなったような事例がないかお伺いしたいと思います。 

 それから、送迎保育ステーションについて１点お伺いしたいのですが、イメージ図をいただ

いているんですけれども、自宅から保護者の方が車で送迎保育ステーションに送って、保育園

からステーションに迎えに来た保育園バスに乗っていくというイメージだと思っています。私

自身が単純に思うイメージなんですが、都会で例えば電車などの公共交通機関を使って父兄の

方々が通勤をしており、その通勤の途中で、駅で降りてステーションに預けて、そこまで保育

園が迎えに来てくれるというのであればすごくいいかなと思うんですけども、北九州市の場合
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は、ほとんどのお父さんお母さん方は、電車というよりも車で通勤している方が多いんじゃな

いかと思います。車でステーションへ連れていくのなら、もう直接、園に連れていったほうが

いいのかなという気もします。例えばその園がどこか郊外の山奥とかにあるのであれば、近郊

のステーションに降ろして連れていってもらうというのはいいのかもしれないけれども、多

分、北九州市では、あまりそういうところはないんじゃないかなと思っています。この送迎保

育ステーションの運営について、保育園と同じ方が運営することを想定しているのかどうか、

お伺いできればと思います。 

○主査（中島隆治君）児童育成担当課長。 

○児童育成担当課長 子ども食堂について御回答いたします。 

 委員からの物価高騰に伴って、なくなった子ども食堂はありませんかというお尋ねですが、

コロナの関係で活動ができなくなったという理由で昨年など一時休止をしたという食堂はあり

ますが、物価高騰を原因として子ども食堂をやめたというところは現在聞いておりません。以

上です。 

○主査（中島隆治君）事業調整担当課長。 

○事業調整担当課長 送迎保育ステーションの運営主体の関係について御質問いただきまし

た。 

 先行で実施している都市の状況を見た中では、既存の認可保育所や認定こども園が運営して

いるところが、送迎保育ステーションも併せて運営していまして、そちらのバスで送迎してい

るという状況を聞いております。事業の考え方としては、そういう手法も考えられますし、こ

れから私たちも具体的に検討を進めていこうと思いますが、送迎保育ステーションの事業者と

保育園は別に運営主体を設定して、バスの送迎につきましては園で送迎バスお持ちのところに

御協力いただくという手法もございますし、また、バスの運営についても別の運営主体にお願

いするとかいう手法もあろうかと思っています。 

 その辺につきましては、来年度に入りまして試行実施に向けた検討会というのを設置する予

定でございますので、その中で、保育現場の方であったり、学識経験の方であったり、そうし

た方の意見をお伺いしながら、どのような形で運営していくのか検討を進めていきたいと考え

ております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）村上委員。 

○委員（村上直樹君）まず、子ども食堂についてですけども、コロナで休止したけど、また

再開はしているということでよろしいですね。分かりました。 

 実は、先日市民の方から、子ども食堂を行っている方が余った食材を飲食関係者に流用して

いるのではないかということを聞きました。そういった事実があるのかどうか、掌握している

かどうか、分かれば教えてください。 

○主査（中島隆治君）児童育成担当課長。 
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○児童育成担当課長 今のような事案については、初めてお伺いしました。以上です。 

○主査（中島隆治君）村上委員。 

○委員（村上直樹君）分かりました。定かではないのですが、そういったことがあったとい

うことを聞いていて、実際に私も事実確認したわけではないんですけれども、飲食店に流用し

たというのは、例えば、先ほど食材よりお金のほうがいいという話もありましたが、やっぱり

生ものなどについては保存の期間があると思いますので、食品ロスを避けるという意味合いで

流用したということもあるんじゃないかという気もします。どういう理由でそういうことをし

たのかというのは分かりませんが、これは調べていただければと思います。子ども食堂に提供

してくれる方々も善意で提供していると思うし、運営主体も善意で運営しているということは

当然私も知っていますが、もしこういったように飲食店に下ろしてしまうと、それに金額が発

生したりしますから、それはちょっと違うんじゃないかなと考えていますので、調べておいて

いただければと思います。 

 それから、送迎保育ステーションについて、これからいろいろと試行をされていくというこ

とだったんですけども、私が初めて送迎保育ステーションについて聞いたときに、イメージし

ていたのは、ステーションは一番便利のいいところに１か所あって、周辺に例えばＡ幼稚園、

Ｂ幼稚園、Ｃ幼稚園とあって、各園から園のバスが迎えに行って、自分の園に連れていくとい

うものでした。待機児童の問題で、例えば、行きたい保育園に入れないけど、別の保育園だっ

たら入れるからということで、そっちに行って送り迎えをする。先ほど言いましたように、北

九州市のお父さんお母さん方というのは車で送迎している方、通勤している方も多いですか

ら、一旦会社とは反対方向の保育園、幼稚園に送って、それからまた会社に向かうというので

あれば、会社の行く途中に送迎ステーションがあって、そこに降ろしていけば園に連れていっ

てくれるということも考えられるので、送迎保育ステーションの運営主体と保育園の運営主体

が別々になるかもしれません。そういう場合は、送迎保育ステーションを直営で運営するとか

いうことを考えて、いろんな園からそこに迎えに来てくれるという、もしそれをやったら子供

の取り違えとか、全然違う幼稚園に行ってしまったとかという問題も出てくる可能性もあるか

もしれませんが、私はそういうことをイメージしていたので、その辺も検討の一つに入れてい

ただければと思います。よろしくお願いいたします。以上です。 

○主査（中島隆治君）金子委員。 

○委員（金子秀一君）まず、私はもう何年も聞き続けていますが、３歳児健診時の視力検査

での屈折検査機器の導入状況についてお聞きしたいと思います。 

 もう一点が、小宮委員が先ほど質問をされました不登校状態の子どもに寄り添った次への一

歩応援事業に関して、義務教育を卒業した後の子供たちが高校へ行って楽しく過ごしていれば

いいんですけれども、楽しく過ごしている子も将来どうしようかという漠然な思いがある中

で、高校の進路指導室とかに行くと思います。北九州市にはそういう悩みを抱えた子供たちに
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対して、手を差し伸べる機関がたくさんあると思っているんですが、不登校状態の子どもに寄

り添った次への一歩応援事業など、それを中学校を卒業した段階の子供たちがどれぐらい知っ

ているのかというのを調査したことがあるか教えていただきたいと思います。 

 また、放課後児童クラブの長期休暇中の開所時間の前倒しということで、今回進めていただ

きましてありがとうございました。恐らく７時半にしてくださいとか、７時はどうですかとか

言われるかもしれませんが、それは別として、まず８時半前からオープンということで、たく

さんの方からお声を聞いておりましたので、本当にありがとうございました。 

 その上で、放課後児童クラブで働いている方からお聞きしたのが、今の新聞とかを見ると、

ベースアップの満額回答とか、物すごく景気のいい話がたくさんある中で、放課後児童クラブ

で働いている方の賃金、契約形態ももちろんあろうかと思いますが、率直に言ってベースアッ

プはなされるのかどうか、お聞かせいただければと思います。その背景には、今回の事業の棚

卸しの中で、この放課後児童クラブ管理補助金で保護者負担金助成ということで900万円予算

を減らしているんですけども、この金額を給料とかに反映させることができなかったのかなと

率直に思いまして、そのことについて御答弁いただければと思います。以上です。 

○主査（中島隆治君）母子保健担当課長。 

○母子保健担当課長 ３歳児健診の際の屈折検査についての機器の導入ということについて

御回答させていただきます。 

 以前から御質問いただいていて、御要望もいただいていますけれども、今のところ機器購入

についての予算のめどはついておりません。ただ、先ほど村上委員からもお話がありましたけ

れども、個別健診のよさを生かして、丁寧に診察をしていただいているということで、精密検

診への受診のつなぎなどの件数は非常に多い状態になっていますので、今後も小児科の先生を

はじめ、医師会と協議を続けていきたいと思っております。以上です。 

○主査（中島隆治君）青少年課長。 

○青少年課長 御質問がありました支援機関とかが中学校卒業直前の中学生にどのくらい周

知されているかということでございますが、中学校を卒業する時点では、学校におりますの

で、教育委員会の方で、不登校の児童生徒をサポートするため、いろいろな支援機関をまとめ

たような冊子を出していると聞いております。 

 子ども家庭局でも、そういう冊子にＹＥＬＬとか、卒業後の支援をするような機関を入れて

いますし、また、子ども・若者支援機関マップというのも作成しております。それも周知には

努めておりますが、今現在、中学生を卒業した子にどれくらい行き渡っているかというところ

は、数値としては把握しておりません。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）児童育成担当課長。 

○児童育成担当課長 放課後児童クラブの指導員の給与の関係でございます。 

 おおむね、市の会計年度任用職員のＣランクの職を参考にして、指導員の人件費も含めた委
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託料を積算しておりまして、市職員の給与改定がなされたその翌年度から指導員の人件費にも

反映させて委託料を積算しているというのが通例です。先ほど委員からベースアップの話があ

りましたが、今、国の方で新たな補助基準額が示されているところです。常勤の放課後児童支

援員を２名以上配置した場合は、今までなかったような形で補助をしなさいといったものにな

っています。したがいまして、そういったところも含めたうえで処遇改善を考えていく段階な

のかなと思っております。 

 このような人件費を含めた委託料というのが、事業費として、３分の１が国、３分の１が県

からの補助となっておりますので、放課後健全育成事業の事業費が増えるということは、県と

の調整が必要になってきますので、国が示した案も含めて、今後新しい委託料について検討し

ていく必要があるのではないかと思っております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）金子委員。 

○委員（金子秀一君）900万円の保護者負担金助成の棚卸しのところを説明いただければと思

いますが。 

○主査（中島隆治君）児童育成担当課長。 

○児童育成担当課長 利用者支援事業費につきましては、決算ベースで算定をしておりまし

て、その不用額の部分を見直した形になっております。以上です。 

○主査（中島隆治君）金子委員。 

○委員（金子秀一君）恐らく不用額の分を今回の棚卸しで削減されたのかなと思います。こ

の金額だけを見ると、やっぱり働いている方にとっては、減らすお金があるなら我々の給料に

反映してもいいんじゃないかと思うと考えますが、これはできないんですか。 

○主査（中島隆治君）児童育成担当課長。 

○児童育成担当課長 今、支援員が、市内に約1,700人いらっしゃいます。その方たちに例え

ば時給を50円、70円アップした場合、試算しましたら１億円程度の予算規模になってまいりま

すので、なかなか難しいかなと思います。以上です。 

○主査（中島隆治君）金子委員。 

○委員（金子秀一君）もう桁が違うということですね。確かに前年度の実績を見て今年の上

限が決まるというのは、物すごく急速に進むこの物価高騰への対応とか、周りがベースアップ

で上がっているという中で、子供が好きで大学を卒業して新卒で入って、自分の人生設計を考

えた場合にどうなんだろうと正直疑問に思っていますということもお聞きしました。確かにそ

のとおりなんだろうなと思います。 

 もちろん、放課後児童クラブの成り立ちが、地域の皆さんがボランティア的にスタートして

いるのかなと私自身は認識していて、やはりそこの部分の制度設計自体で、給与の部分が抑え

られているのかなとは感じるんですけれども、やはり今、人手不足の中で、他業種は景気がよ

くて、放課後児童クラブで働いていてもやっぱり生活できないよねとなった場合に、対応を急
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がないと放課後児童クラブで働く方がいなくなってしまうんじゃないかと思います。国の方針

という部分はありますので、確認をさせていただきますが、本市の放課後児童クラブで働いて

いる方への外的要因というのは、恐らく皆さんの生活にも当てはまっていることだと思いま

す。これについて、子ども家庭局としてどのようにお考えなのか教えていただければと思いま

す。 

○主査（中島隆治君）子育て支援部長。 

○子育て支援部長 今、金子委員が言われたように、支援員の処遇改善ということにつきま

しては、クラブの安定的な運営につながると思っておりますので、非常に重要なことだと認識

しております。 

 先ほど課長も申しましたけれども、事業費の３分の１は県補助という形になっておりますの

で、今度新しい補助制度ができることも踏まえまして、県と情報交換や調整を図って、放課後

児童クラブの支援につなげていけたらと思っております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）金子委員。 

○委員（金子秀一君）先行きが見えない状況もあるかと思いますが、今後、国や県でサポー

トできる体制があるし、北九州市も必ず応えてくれるはずですということで、放課後児童クラ

ブの皆さんに、もう少し辛抱してもらえませんかという話はさせていただきたいと思います。

私もしっかり情報収集しながら、勉強させていただきます。私からは以上です。 

○主査（中島隆治君）木下委員。 

○委員（木下幸子君）私から３点お聞きします。 

 １点目は、北九州市母子寡婦研修大会の補助金が今回０円になっております。事業実績を踏

まえた補助対象経費等の見直しによる減ということで、０円ということは、今年度は大会をや

らないということなんですか。 

 ２点目は、子ども食堂開設支援事業ですが、開設に向けてどのような支援をしているのか、

また、誰でも利用できるような子ども食堂であるのか。例えばウェル戸畑でやっている母子寡

婦福祉会の子ども食堂は、ウエルカム地域食堂というネーミングにしていて、寡婦の方や地域

の方も数名来られております。独り暮らしの御高齢の方や子供、御近所の方が誘い合って、月

に１回ですけど、子ども食堂で食事をするということをやっているのは、とてもいいなと思っ

ております。 

 以前に１回質問したことありますが、子ども食堂というと、何か子供とそのお父さんお母さ

んみたいな感じですけど、ＳＤＧｓの２番目にある飢餓をゼロにとまでいかないにしても、月

に１回でもみんなで食事をしたり、食品ロスの観点から誰でもオーケーですよ、というような

食堂の運営の仕方をされているところがどれくらいあるのか。 

 また、子ども食堂を開設した後に、大変難しい局面になることもあると思いますが、アフタ

ーケアや相談体制なども充実しているのでしょうか。 
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 それから、ボランティアの方が食事の提供を行っていると思いますが、意外とボランティア

を募集していたり、苦しい人員で運営されているというのもよく聞きます。北九州市は、比較

的、高齢で元気な方も仕事をされていないというか、地域で貢献されていたり、まだまだ人の

お役に立ちたいという方が多いと思います。先日も80歳近い女性の方でしたけど、これから何

かお手伝いしようかと思っているということでした。仕事は難しいにしても、何かボランティ

アなどで人の役立つようなことをしたいと言われていたので、私が思いつくまま、こんなボラ

ンティアもあるよと教えてあげましたけど、そういった方が子ども食堂の調理などで活躍して

いただけたら、ボランティアの不足なども解消されるかなと思いましたので、そういう元気な

高齢者に働いていただくような、そういう場にもなってもらいたいと思っています。 

 ３つ目が、シン・子育てファミリー・サポート事業について、今回の拡充された内容を教え

てください。また、依頼会員と提供会員がいますが、それぞれどれぐらいの人数が登録されて

いるのか。それと、提供会員には年齢上限があるのかについて、教えてください。 

 今回、報酬額が増額になって、利用料が減額ということですけど、報酬額の800円は1,000円

になるということですが、これまでの日曜、祝日など休日の1,000円という報酬額はどうなる

のでしょうか。利用料も通常は800円が500円になるということですけど、通常1,000円払って

いる部分はどうなるのでしょうか。 

 それと、子ども食堂と同じですが、元気な高齢者に雇用の場をということもありますし、声

かけをしていただきたいと思います。提供会員も働く保護者の方を応援したいということもあ

りますし、高齢になっても子供たちと触れ合う、お預かりして、お母さんが迎えに来るまでの

本当に短時間でも、子供と触れ合うということが高齢者には元気の源になりますので、健康寿

命の延伸にもつながってくると思います。この提供会員と子ども食堂の調理をされる方などの

ボランティアに、ぜひ御高齢の皆さんで、まだまだお役に立ちたいという方に周知を徹底して

いただきたいと思います。以上です。 

○主査（中島隆治君）子育て支援課長。 

○子育て支援課長 まず、母子寡婦福祉会の研修大会への補助金の廃止について御説明いた

します。 

 母子寡婦福祉会が行う研修大会への補助は、これまで毎年25万円を予算計上して、コロナ禍

で令和２年度から令和４年度までは中止となりましたが、今年度も実施いたしました。ちょう

ど50回の記念大会で、木下委員にも御参加いただきまして、ありがとうございました。 

 ただ、研修大会につきましては、参加者が減少傾向にあるということで、本年度は記念大会

ではありましたけど、規模を縮小しての開催ということでございました。実際の補助の実績は

20万円ということで、今回、市全体で市政変革に取り組む中で、予算事務事業の棚卸しにおき

まして、補助金につきましては、同様の内容で長年実施されているものや毎年度交付対象者が

同一の事業等については、これらの有効性や効率性を検証した上で、見直しの検討を進めると
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いうこととされておりました。今回、他の政令市の状況や昨今の開催状況等に鑑みまして、母

子寡婦福祉会とも協議した上で廃止の決定をさせていただいたというところでございます。 

 ただ、補助金は廃止いたしますが、この研修大会をなくすということではございません。参

加者や規模に応じて、我々も引き続き協力いたしますし、研修講師も市職員が行うなど、今後

も最大限応援していくことに変わりはございません。 

 本市としましても、独り親施策を推進していくに当たりまして、とりわけ独り親が孤独に陥

らないためにも、様々な支援や細やかな情報発信、独り親世帯に対するノウハウを持つ母子寡

婦福祉会の存在や役割は不可欠と考えております。 

 この研修大会以外にも、会員間の交流ということでは、ふれあいスポーツ大会等でも御協力

を差し上げております。引き続き、できる限りの応援はしていきたいと考えております。以上

でございます。 

○主査（中島隆治君）児童育成担当課長。 

○児童育成担当課長 子ども食堂についてのお尋ねでございました。 

 まず、子ども食堂への補助の内容につきましては、ハード面では、施設整備に関しまして、

１回限りではありますが、上限20万円で補助対象経費の３分の２の補助を行っております。ま

た、ソフト面では、そのほかの実際の運営に係る費用を、やはり上限20万円で、補助対象経費

の３分の２とし、３回まで可能ということで補助を行っているところでございます。 

 次に、アフターケアにつきましては、私どもは子ども食堂ネットワーク北九州を組織し、

59か所の子ども食堂の皆さんに加入していただいていますが、開設したからといって、そのま

ま手を離すわけではなく、毎年、衛生面の研修会や、今こういった取組を行っていますという

ような形の研修会を開催しています。また、いただいている寄附金をどういうふうに使ってい

くかなどを諮るための総会等も行っております。市と食堂で細やかに連絡を取りながら調整し

ており、担当係長や職員もできるだけ食堂をお訪ねして、運営をされている方と連絡を取っ

て、御相談にも乗っているところでございます。 

 また、ボランティアにつきましては、ホームページ等で募集をかけておりますが、それ以外

でも御希望があれば市にお電話いただいて、どこかないですかということがあれば御紹介して

います。その方の御住所を伺って、何区ですということであれば、何曜日であればここでやっ

ていますよというように、ボランティアを御希望の方についても、お尋ねがあればしっかり対

応しております。 

 地域の方が使いやすいようにということで、59か所ある中で半数以上が子ども食堂と、はっ

きりと銘打たずに、みんな食堂とか、元気食堂とか、もりもり食堂とかいうような形で実施さ

れております。ただ、やはり運営されている団体によっては、例えば障害を持つ親子の方を支

援をするために私たちは子ども食堂をしたいんだ、という方もいらっしゃるので、その団体の

設立目的などを曲げて実施してくださいということはなかなか言えませんが、開設前の相談の
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ときには、できるだけ地域の方や皆さんに来ていただけるような形で運営していってくださ

い、というようなお話もさせていただいています。 

市民センターで食堂をされる団体も多くあります。市民センターであれば当然地域の方が来

られると思いますので、その辺りもしっかり御説明しながら開設支援しているところでござい

ます。以上です。 

○主査（中島隆治君）子育て支援課長。 

○子育て支援課長 最後に、シン・子育てファミリー・サポート事業の拡充内容について御

説明いたします。 

 主な改正内容の１点目は、委員からも御紹介がありましたけれども、報酬額の引上げと利用

料の引下げでございます。報酬額は800円から1,000円となり、政令市最高となります。利用料

は800円からワンコインの500円となり、こちらは政令市最安となります。差額の500円が生じ

ることになりますけれども、現在、利用料は依頼会員から提供会員に直接手渡しとなっており

ます。今回も500円は依頼会員から提供会員に払っていただきますけれども、差額の500円は事

後に我々からお支払いする形になります。 

 休日や病児の対応で、今、プラスアルファで料金を徴収しています。そこは、プラス100円

ということで、例えば休日であれば600円の支払いで、報酬も1,100円になるということでござ

います。 

 主な改正内容の２点目は、民間と連携した預かり場所の確保ということで、現状、一人での

支援が不安であるとか、自宅が子育て仕様になっていないため、安全面で心配といった会員の

声に対応しつつ、より安全・安心な環境下で事業を実施できる体制を確保するために、例えば

認可外保育施設であったり、民間企業の方に協力していただいたりということで、預かり場所

を確保いたしまして、そこで複数の会員さんが複数のお子さんを見られるような、一人で見な

いようにできるような環境づくりをしたいということで、預かり場所を提供していただいた企

業等には、提供会員が受ける報酬と同じ額、１時間1,000円の場所代をお支払いするというよ

うな仕組みにしたいと考えております。 

 改正内容の３点目でございます。民間と連携した送迎支援体制の強化ということで、昨年度

は全体で6,901件の活動がございましたけれども、事例別で見ますと、保育園、幼稚園への送

迎が2,076件と最も多い状況でございます。子育て世帯にとりまして、送迎のニーズが高いと

いう状況がうかがえます。現行は徒歩や提供会員の自家用車での送迎を行っております。先ほ

ど高齢者の活用という話も出ましたけれども、60代以上の提供会員が４割を超えているという

状況で高齢化が進んでおりまして、そのうち約３割が車の運転ができないということがありま

す。送迎ニーズの高まりに十分応えることができていないのではないかという状況がございま

すので、そういった部分の補填ができないかということで、今後、例えばタクシーを利用した

送迎活動できないかとか、コミュニティーバス等を活用した送迎支援ができないかということ
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を民間企業と連携しながら、方策について検討していきたいと考えています。令和６年度は、

エリアを限定したモデル事業を実施して、効果検証を行いたいと考えております。 

 それから、現在、提供会員とか依頼会員、どれだけ会員数があるかというご質問でございま

す。令和４年度の実績でございますけれども、依頼会員が2,543名、提供会員が693名、依頼も

するし、提供もするという両方会員が158名で計3,394名という状況でございます。 

 最後に、子ども食堂も含めて高齢者の活用をということで、我々としても、先ほど申し上げ

た送迎支援のところで、自家用車を使わなくても、高齢者の方も安心して送迎ができるとか、

預かり場所の拡大で、一人では不安だけど複数ならばといったところで、しっかりと活動して

いただきたいと考えております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）木下委員。 

○委員（木下幸子君）提供会員の年齢上限はあるんですか。 

○主査（中島隆治君）子育て支援課長。 

○子育て支援課長 特に年齢制限というのはございません。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）木下委員。 

○委員（木下幸子君）母子寡婦福祉会の大会について、今回は大会という形ではないのです

が、私も大会があるときは毎回参加させていただいていますが、本当に年配の方がほとんどで

すし、だんだん人数が少なくなってきているというのは感じておりました。それでも、母子家

庭の方、寡婦の方、父子家庭の方が元気になるような、そういうミニ集会ではないのですが、

何か血の通ったというか、悩みとかを打ち明けられたりして、元気になるような会や、つなが

りをしっかり保っていただくような会にしていただきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 ２点目の子ども食堂の開設支援については、しっかり取り組んでいることが分かり感謝して

おります。子ども食堂にしても、地域子育てファミリーのサポートにしても、せっかくいいこ

とをされているので、周知を徹底していただきたいと思います。ホームページに載せているか

らで終わらないで、御高齢の方などはそこまでたどり着けない方もおられて、本当に人のお役

に立ちたいと思っていても、そういう情報が届かずに寂しい思いをされている元気な御高齢の

方もいらっしゃるということを最近も感じました。政令市で一番高齢化していますけど、元気

で人のお役に立ちたいと思うような貴い高齢者が多いですし、健康寿命延伸のためにも役立て

ていただきたいと思っていますので、これからもしっかりと周知をよろしくお願いいたしま

す。以上です。 

○主査（中島隆治君）山本委員。 

○委員（山本眞智子君）まずはお礼申し上げます。昨年の分科会で、私たち委員が受ける主

要施策の説明などは、本市は今まで２行くらいでしたが、福岡市はカラーで一面を使っている

というのことなどを説明させてもらいましたら、今回立派にできておりまして、感謝申し上げ
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ます。教育委員会や保健福祉局もしっかりつくってくださっているので、今後もこれが続くよ

うお願いします。 

 新規のシン・子育てファミリー・サポート事業について、今、木下委員が聞いてくださった

んですけれども、会派別勉強会で勉強したところでは1,120万円の予算でしたが、今日の主要

施策の説明５ページでは歳出が2,620万円となっています。どちらが正しいのですか。 

○主査（中島隆治君）子育て支援課長。 

○子育て支援課長 拡充分として1,120万円ということでございます。通常、委託料として

1,500万円お支払いしております。これは通常分なので、主要施策のところには載せなかった

ということでございます。拡充分をプラスして合計で2,620万円ということでございます。 

○主査（中島隆治君）山本委員。 

○委員（山本眞智子君）分かりました。これだけの予算を取ってくださってありがとうござ

います。 

 それと、障害のあるお子さんについては、同じ提供会員が来てくださるのがすごくありがた

くて、人が変わると障害の特性もあってなじめないという部分もあるし、その特性によってス

キルも上げてもらいたいという声もいただいたことがあるので、その辺の対応も、今後お願い

します。 

 それともう一点、近所に身内が住んでいる場合に、おばあちゃんがこの提供会員になって行

くようなことがあるんでしょうか。それは原則禁止ですか。 

○主査（中島隆治君）子育て支援課長。 

○子育て支援課長 今委員から御質問がありました、親族間の利用についてですが、もとも

とこの活動自体が有償のボランティア組織による相互援助活動ということで、利用者の多くは

近所に頼れる親族がいない方、市外から転入してきた方でございます。 

 この事業は、国のファミリー・サポートセンター事業が基礎になっておりますので、何かあ

ったときのために、必ずファミリー・サポートセンター補償保険というものに加入します。こ

の援助活動というのが、３親等までの親族関係にある場合は、援助活動ではなく親族間の扶助

という取扱いで、何か事故があっても保険が下りないということになっておりますので、現状

の運用としましては、親族間のマッチングはしていないということでございます。以上でござ

います。 

○主査（中島隆治君）山本委員。 

○委員（山本眞智子君）もう一つ質問します。 

 こどもまんなかｃｉｔｙ推進ということで、本市はこどもまんなかｃｉｔｙ宣言を11月13日

に行って、いよいよ本格的にスタートするという中にありまして、昨年質問したときに、市長

から、春や秋のこどもまんなか月間を活用して、集中的に情報発信するという答弁をいただき

ました。こどもまんなかという理念や概念というのがすごく捉えづらいんですが、市長の答弁
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には、実際に子供も一人の人格を持った存在で、親の所有物ではないという、子供の基本法と

いうようなところもきちんと踏まえて進めていかないと、何で子供ばっかりなんだというよう

な声も出るので、その辺も踏まえて、まずはきちんとより多くの市民の方に、こどもまんなか

ｃｉｔｙ宣言をしたということを周知するという意味合いがあると思っております。このよう

な中で、この春のこどもまんなか月間をどのように考えていらっしゃるのか、こどもまんなか

ｃｉｔｙ宣言をしたんだから、そのことはやっぱり周知していただきたいと思っております。 

○主査（中島隆治君）こども政策推進担当課長。 

○こども政策推進担当課長 今、委員が言われましたように、春と秋にこどもまんなか月間

というものがございます。昨年11月にこどもまんなかｃｉｔｙ宣言を実施いたしまして、今

後、こどもまんなかということについて広く周知を進めていきたいと考えておりまして、特に

こどもまんなか月間を活用しまして、そういった趣旨や取組内容などを集中的に啓発していき

たいと考えております。 

 春のこどもまんなか月間は５月になりますが、具体的に何をするかというのはこれから詰め

ていくところではございますが、そういった趣旨も含めて、改めて皆さんにお知らせしていけ

るよう、啓発に取り組んでいきたいと考えております。以上です。 

○主査（中島隆治君）山本委員。 

○委員（山本眞智子君）私自身としては、勝山公園でとか、本当により多くの人の気づきが

あるイベントのようなものをやっていただきたいと思っております。 

 もう一つは、こどもまんなか応援サポーターで、こどもまんなか北九州市というステッカー

があります。私も１枚いただいてますが、ここに飲食店とか、駐車場とか、公園という主な表

示場所が書いていますが、これでは小さいと思うので、はっきり分かるように大きなものをつ

くっていただきたいということと、やはり北九州市はこどもまんなかｃｉｔｙ宣言をして、子

供を真ん中に置いた施策を進めている自治体です、というのをきちんとアピールする意味から

いったら、このステッカーは飲食店とかだけではなくて、こどもまんなかを進めている市役所

とか区役所とか、先ほどから話が出ている子ども食堂とか、あるいは幼稚園、保育園、学校と

いった、いろんなところに貼らないといけないと思うんですが、その辺の考えを教えてくださ

い。 

○主査（中島隆治君）こども政策推進担当課長。 

○こども政策推進担当課長 ステッカーの配布についてですけども、まず１つは、飲食店に

なかなか子供連れで入りづらいというような声が多く寄せられており、アンケート等でもそう

いう意見が上がっておりますので、そういった点から商店街等にもお願いしまして、飲食店へ

の貼り出しをしていただいているところでございます。 

 そのほかにも市民センターですとか、子ども食堂とかにも配布して設置をお願いしておりま

す。市の関係の施設や子供関係のところ、子供に関係ないところも含めて、ステッカーがたく
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さんあることによって、子供を大事にする町ということが広まっていくと考えておりますの

で、引き続き多くのところに貼っていただけるように取組を進めてまいりたいと思っておりま

す。以上です。 

○主査（中島隆治君）山本委員。 

○委員（山本眞智子君）まず、本丸である市庁舎に貼って、こどもまんなかｃｉｔｙ宣言を

した自治体であるということをしないといけないと思っておりますので、ぜひその辺をよろし

くお願いいたします。これは要望です。以上です。 

○主査（中島隆治君）金子委員。 

○委員（金子秀一君）１点だけ要望です。義務教育が終わった後の子供たちに対しての啓発

という部分で、高校に行けば県のサポートの世代ということですが、ベースには市のサポート

がずっとあるんでしょうが、うちの息子も高校生ですけど、北九州市に何かサポートがあると

かいうことは全く知らないんです。親御さんもそうですけど、子供たちに対しても、やはり北

九州市はこれだけ皆さんのことを思っているよ、というのをもっと伝えていただいたほうがい

いんじゃないかと思います。どちらかというと、県と市で何かお見合いのポテンヒットが生ま

れているような気がしています。ですので、そこをもう少し伝えていくようにしていただけれ

ばなと思います。 

○主査（中島隆治君）青少年課長。 

○青少年課長 そこのところは、先ほど少し言いましたけども、子ども・若者支援機関マッ

プというのがございまして、これはいろんな支援機関が明記されているマップでございます。

課題として、これをこれからいろんなところに知ってもらうようにしていきたいと思います。

そして、ＹＥＬＬでは、いろんな支援機関とつながるようになっておりますので、これを周知

して、いろんな方に伝えていきたいと思います。先ほども言いましたが、高校の中退を考えて

いる生徒にはＹＥＬＬの御案内させていただいたのですが、なるべくこの子ども・若者支援機

関マップを配布して、周知していけるように努めていきたいと思っております。以上でござい

ます。 

○主査（中島隆治君）金子委員。 

○委員（金子秀一君）本当によくしていただいているのは存じ上げていますので、いかに周

知していくのかという部分は、私もしっかり研究してまいりたいと思います。以上です。 

○主査（中島隆治君）有田委員。 

○委員（有田絵里君）大きく６点について伺います。 

 まず、これは永井委員やほかの委員の方も言っていますが、送迎保育ステーション試行準備

事業についてです。まず予算250万円の積算理由を教えてください。 

 次に、令和５年度の保育園の園児の市内での充足率というか、保育園全体があって、そのう

ちどれくらいの割合が保育園に入れているか教えてください。年度当初で結構です。 
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今回、資料を請求させていただきました未入所児童数の数字、ありがとうございました。未

入所児童がコロナで一旦落ち着いていましたけど、また年々増えているのがすごく分かりまし

た。県内が分かる最新の数字で、令和５年１月が1,585名で、過去５年分出していただきまし

たが、推移として未入所児童がまた一番多い人数になっているというのが分かりました。 

 また、保育士の確保に向けての動きを伺いたいのですが、御存じのとおり、現在少子化で子

供の出生数は北九州市もどんどん減っている状況だと思います。出生数を見ると、企画調整局

が出典元の推計人口移異動状況では、最新が令和５年の5,595人で、５年前と比較すると、令

和元年の出生数が6,687人なので、1,092人も減っていました。本来は年々、この未入所児童数

もこの人口の変化に合わせて減ってもいいはずなのに、未入所児童は増えているということな

のですが、何が要因なのか分析されていたら教えていただいたいと思います。 

 この増減に対しては、見解によるとは思いますが、子ども家庭局としては、積極的に保育士

は増やさないといけないとお考えなのでしょうか。それとも、今の保育所数、保育士数で、こ

のままずっと人口が減っていくのであれば、いつか足りるときが来ると思うから、それまで積

極的に保育士確保の動きをしなくてもいいというふうなお考えなのか。見解があれば教えてく

ださい。 

 次に、シン・子育てファミリー・サポート事業です。これも木下委員からほとんど聞いてい

ただきましたが、一つだけお願いします。病児保育に関してもあって、利用料は1,000円だっ

たと思うのですが、これに変更があるのかどうか教えてください。 

 あとは、妊産婦健診等ＤＸ推進事業の拡充についてです。いわゆる母子モというアプリです

が、母子健康手帳のサブ的な利用が可能となるアプリのことだと思いますが、これは従前から

いろいろ聞かせていただいております。スマホを多く利用している世代の人間としては、北九

州市の分厚くて大きい母子健康手帳と妊産婦健診に必要な券をつづっている冊子を持ち運ぶよ

りも、間違いなくアプリを主として使えるほうがいいと心から希望しております。その世代の

一人だと思っておりますが、現在利用できるサービスとして、妊産婦健診の際に無料にするた

めに必要な券をつづっている冊子の機能を母子モで担うことができるんでしょうか。そういっ

た話を市として検討したことはございますか。何かあればお示しください。 

 現在の母子モのホームページを拝見しますと、以前私が一般質問で要望させていただいた小

児予防接種の予診票や接種記録のデジタル化について、実際に岡山県津山市で実証事業を行っ

ているようなことが記載されていました。ぜひとも北九州市でも国の状況を待たずに、積極的

にそういう検証などに参加していくことで、いずれ国のそういったサービスがスタートしたと

きに市がスムーズに導入すれば、子育て中のママパパの作業軽減だけではなくて、医療機関の

事務作業の軽減にもつながると思ったので、前向きに母子モの会社と検討を進めていただきた

いと私は思っているんですけれども、現在、本市として母子モの利用方法としてそういった検

証への参加などの検討がされているかどうか、教えてください。 
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 次に、きたきゅうマタニティギフト事業です。これは先に要望を２つお伝えしたいのです

が、私も子供が２人おりますので、妊婦として窓口に行かせていただいた機会があって、その

ときにいただいた覚えがあります。ごみ袋、ありがとうございました。すぐに使えてありがた

いなと思ったんですけども、それ以外の書類がとにかく多くて、この書類の情報をインターネ

ットでまとめるとか、今どうなっているか分かりませんが、ぜひそういったインターネットや

母子モなどに集約していただければいいのにと思った覚えがあります。 

 ほかの自治体では、母子健康手帳と妊婦健診の無料券がついている冊子が小さいところもあ

ります。北九州市はとても大きいですけど、小さい自治体もありました。実際に見せてもらい

ました。ここからが要望ですが、何か上手にアプリやインターネットなどを組み合わせて、情

報の整理していただいて、大きさだとか、そういう冊子に関して見直しを図っていただきたい

と思います。 

 マタニティギフト事業の中でいろいろとご検討されてプレゼントされていると思うんですけ

ど、私はこの２つの冊子をどうしようとすごく悩んだんです。そのときに母子健康手帳を入れ

る専用ポーチとかがあればいいのになと思ったんです。これは提案ですけれども、例えば、て

いたんのマークが入っているかわいくて簡易的な冊子を入れられるものとかがあればいいのに

なと思いました。そういった冊子をまとめる専用ポーチとかいったことを検討されたことがあ

りますでしょうか。見解があれば教えてください。 

 これも要望なんですけれども、ちょっとマタニティギフト事業とは違うんですが、福岡市で

行われている、おむつと安心定期便を御存じだと思うんですが、おむつだけの配送というより

も、市内の公共施設などの利用を条件に、ポイントをためて、その御家庭の子育て状況に合わ

せて、おむつ以外に必要なものをカタログから選んでもらえるという事業があります。 

公共施設に誘導することで、子育てで孤立化もさせないし、今までに使うことのなかった公

共施設の紹介もできるし、必要な物資をお送りすることで子育て支援もできるという、何重に

もありがたいシステムだなと思いました。もちろん予算にも限りがありますが、これは市民の

方から何で北九州市はこれができないのと、よくじかに言われてしまう話の一つになっていま

す。北九州市も様々な子育て支援を行っていますし、予算が限られていることは十分理解して

いるんですけれども、こういったいいものは、検討してもいいんじゃないかなと思うんですけ

れども、これに関して見解があれば教えてください。 

 今度は病児保育についてです。これもほかの委員の皆様が御質問されていますけれども、こ

ちらの資料要求にご対応いただきありがとうございました。令和５年度は急激に利用者数が増

えていますけれども、コロナ禍で落ちていた利用者数が、病児保育無料の制度が始まったこと

や、答弁の中にもございました感染症がすごく増えた、インフルエンザも最近すごかったです

し、そういったものが要因で利用者数が増えたんだろうなと思っています。施設側としても来

ていただかないとお金が入ってこないということで、なかなか運営も大変というのも聞いてお
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りましたので、これに関しては、増えたというか、利用しやすくなったという点に関してはよ

かったなとすごく思っています。 

 ただ、あくまで１日使った利用者数で、利用園児、利用している家庭数が増えたかどうかが

分かる数字ではないと思うので、単純に同じ園児の利用が無料だから増えたという可能性もあ

るし、できればまだ使ったことがない方にも安心して使ってもらえるようにしていかなければ

ならないなと思っています。 

 ただ、運営側としても必要経費がかかってきますので、私が聞いたときは、今すごく厳しい

です、というお話だったんですけれども、負担軽減できるように、運営費について、随時今ど

のような運営状況なのかなどというヒアリングをされているのか、ぜひ教えてください。 

 あとは、これも以前要望しているのですが、オンラインで病児保育が予約できる仕組みをぜ

ひ進めていただけないですかというお話しをしたことがあります。その後、検討が進んでいる

かどうかなど教えてください。以上です。 

○主査（中島隆治君）事業調整担当課長。 

○事業調整担当課長 最初に、送迎保育ステーションの関係でございます。来年度の予算の

内容でございますが、運営、運行の仕方をどういう形でしていくのかを検討していくための検

討会の運営費用、そして、できれば年度の後半でシミュレーションなどを試しておいたほうが

いいのではないかと考えておりまして、そのための経費を来年度予算で要求させていただいて

おります。 

 あと、未入所児童数の分析の関係でございます。委員から資料要求がございまして、送らせ

ていただいた資料を踏まえながら説明させていただきたいと思います。まず、４月時点の数値

では、増減を繰り返している状態です。ただ、４月につきましては、それより以前の数値も分

かりまして、直近で一番多かったのが平成29年度で、４月の段階で749人となっておりました

ので、増減を繰り返してはいるのですが、長期的に見た場合は減少しているような様子もうか

がえます。ほかの月も同様の傾向を示しているようなところがございましたので、昨年９月

に、委員から未入所の関係で御質問いただいた際に、令和４年４月の未入所児童の状況につい

て、具体的に説明させていただいたのですが、令和５年４月が541人いるということで、この

内訳について調べてみました。 

 まず、特定の施設、保育所を御利用されている方というのが428人で全体の約８割、それ以

外に幼稚園の預かり保育や企業主導型の保育、そして保育所の入所が決まれば求職活動を始め

ますという方が総数113人で全体の約２割となっています。なお、この預かり保育や企業主導

型の保育、あと求職活動開始の方の中にも、特定の保育所を希望されていらっしゃる方が含ま

れていることが分かりまして、541人の中で特定のところを希望されていらっしゃる方は約９

割、500人近くいらっしゃるという状況でございます。この特定のところを希望されている方

の中には、よく言われますけど、育休の延長を希望されている方や、保育の内容を非常に気に
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入っているということで申し込まれている方、こうした方たちが含まれている状況でございま

す。一方で、そうした方たちの中にも、入所を急がれる方がいらっしゃるかと思いますので、

従来の保育サービスコンシェルジュ等の多様な入所情報の提供に加えて、それ以外にどのよう

な対応ができるのか、現在検討を進めているところでございます。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）母子保健担当課長。 

○母子保健担当課長 ＤＸ推進と母子健康手帳の見直しについてお話しさせていただきま

す。妊産婦健診のＤＸ化に向けて、今、国の実証事業をデジタル庁、こども家庭庁とともに協

議を行っているところでございます。それに加えて、母子健康手帳の見直しも同時に進めてい

ます。ＤＸの推進と母子健康手帳の見直しはセットで考えているところですけれども、関係団

体といろいろとやり取りがございますので、少し時間がかかっているという状況でございま

す。以上です。 

○主査（中島隆治君）子育て支援課長。 

○子育て支援課長 シン・子育てファミリー・サポート事業につきまして、病児の利用料と

いうことで、病児は軽度の場合のみお預かりしておりまして、現行は800円にプラス200円の

1,000円ですけれども、今後は引き下げられた500円にプラス100円の600円ということで考えて

おります。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）保育課長。 

○保育課長 保育士確保の検討の件と病児保育の件も併せて答弁させていただきます。 

 保育士の確保につきましては、先ほどの答弁でも少し申し上げましたけれども、障害児保育

の障害児加配の拡充も、現在就労している保育士の負担軽減につながると考えております。負

担軽減につながるものに関しては、離職防止という意味にもなってまいりますので、保育士確

保の一環とも考えております。そういったことも含めまして、保育士については、今後も確保

ができる方向で考えてまいりたいと思っております。 

 それから、病児保育についてでございます。委員がおっしゃられたとおり、運営面では確か

に利用される子供がたくさん来るほうが、施設側にとっては、収入が増えて安定運営にはなる

と思います。令和５年度からはかなり増えております。ただ、運営費の状況は、基本的には、

基本額と利用者に応じた人数分の加算額という構造になっておりますので、今年度はどの施設

も運営費の収入がかなり上がっていることは間違いございません。 

 あと、オンライン予約の件でございます。こちらは令和５年度に補助の予算を計上させてい

ただきまして、今導入されているところは５施設になりました。ほかの施設に関しては、設置

者の方の考えや様子見というところがありまして、令和６年度はどこまで進むかといった状況

を見ているところでございます。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）総務企画課長。 

○総務企画課長 マタニティギフト事業について、委員から御要望をいただいた件も含めま
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して、答弁させていただきます。 

 白いビニール袋に入ったもので、大変重たかったということですが、現在もその形態が続い

ております。私も実際に持ってみて、こんなに重いんだというのでびっくりしたところです。

議論いたしまして、やはり情報がかなり多いということ、また、大変重たかったので、まずそ

れを選択制に改めるなどの方法を取ろうかと、今検討中でございます。 

 また、この事業に限りませんけれども、様々なところで情報が重複したり、ダブって配られ

たりとかいったところがございますので、そういったところはＱＲコードなどを利用してホー

ムページに飛ばすとか、母子モを活用するなどの方法を今考えております。 

 御提案いただきましたポーチなんですけれども、参考にさせていただきたいと思います。先

ほど白いビニール袋と言いましたが、それを後からでも繰り返し使えるように、見た目もちょ

っとかわいらしいようなエコバッグに変えたいと思っております。その中にグッズを入れて妊

婦の方へのお祝いの気持ちということで提供させていただければと、今考えているところでご

ざいます。 

 もう一つ、福岡市のいわゆるおむつと安心定期便ですが、確かに私どもも限りある予算の中

で、本当に何が皆さんに一番喜んでいただけるか、子育てに資するべきものができるかという

ことで、日々考えているところですが、私どもは全国に先駆けて、母子モを使っていろいろと

支援をしております。まさにこの時期ではきたきゅうベビー応援事業で５万円、それから出産

後に５万円ということで給付しておりますけれども、このとき併せて伴走型支援について母子

モを使って配信したりさせていただいていますので、そういったところをもっと活用していた

だきたいと考えているところです。以上です。 

○主査（中島隆治君）有田委員。 

○委員（有田絵里君）保育園の定員に対する充足率はどうでしょうか。 

○主査（中島隆治君）保育課長。 

○保育課長 定員に対しての入所人数の割合でございますが、令和５年４月で89％となって

おります。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）有田委員。 

○委員（有田絵里君）保育士の確保について、出産数は減っているけれども、未入所児童数

増えている要因として何が考えられているかというのは、先ほどおっしゃった内容ですか。 

○主査（中島隆治君）事業調整担当課長。 

○事業調整担当課長 令和４年度と令和５年度を比較いたしますと、令和４年度に比べまし

て、令和５年度の方が特定の施設を希望されていらっしゃる方の割合が増えてきているという

状況がございます。 

 ただ、令和４年度、令和５年度だけでなく、もう少し前後の状況を比較した中で、従前から

その特定施設を希望されている方が増えているのか、またはそれ以外の要因があるのかといっ
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たところも調べていきながら、年度末に向かって少し未入所が増えてきている部分について、

さらに分析を進めていきたいと考えております。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）有田委員。 

○委員（有田絵里君）まず、送迎保育ステーションの件ですが、入所率が89％ということ

で、10％くらいが入れていないということがあるということなんだろうなと思うんですけれど

も、そもそも北九州市は、ずっと待機児童がいなくて、４月時点では割と入りやすいけども、

その後からどうしても待機児童、未入所児童が出てきてしまうので、この送迎保育ステーショ

ンが導入されたらうれしいなと思ってますので、ぜひ進めていただきたいと思っておりまし

た。 

 なぜかというと、私自身が保育園に通うのに30分以上かかる。その後、ここに来るまでに１

時間以上かかりますので、朝だけで１日必ず２時間かけて送迎しております。なので、その時

間があったら、お母さんお父さんは洗濯物、御飯などいろんなことができるわけで、間に送迎

保育ステーションが１つあれば、働くママパパからすれば、中間地点で預けられる場所がある

というのはすごくありがたいなと思いました。家の近くではどうしても預けられなかったけれ

ども、保活をして、家や職場から離れてでも預けられるならと、そういう選択肢が増えると思

います。離れた場所でも、いい保育園だったら預けたいと思っていただけるような、そういう

選択肢を増やすための方法でもあると思います。待機児童はいなくても未入所児童はいる一方

で、離れた場所でもすごくいい保育をされている園がたくさんありますので、そういうところ

が選択肢として増えたらすごくいいなと思っています。 

 また、例えば私の場合でしたら、小倉南区に住んでいて、小倉北区が職場になった場合に、

区をまたいでもいいのかというところもすごく気になりますので、例えば小倉南区に設置され

ている送迎保育ステーションは小倉南区しか行けないとか、預け先に関しては職場が小倉北区

の方が特に多いと思うので、働く場所というのは１つではないし、自分の住居地と一緒という

こともなかなかないと思いますので、その辺の柔軟な対応、その区だけしか駄目みたいなのは

取り払っていただいて、試行していただけたらありがたいなと思っております。 

 要望として、預けた後に保育園にバスで行き来するという場合は、例えば先ほど村上委員も

おっしゃっていましたけど、保育園から迎えに来る場合だったらいいですけど、流山市はバス

１台でずっと所定の場所に行くと思うんです。そういうものであれば、過去に福岡県内で園児

バスでの死亡事故とかもありましたので、バスで送迎するのであれば安全第一で運行できるよ

うな制度設計を必ずお願いしたいと思います。あとは、保育園との抜け目ない園児の出欠確認

です。やっぱりこれがないといけないと思いますので、安定的な運用ができるようにしてもら

いたいと思います。また、先ほど試行の段階は、まず１か所ということだったと思うんですけ

れども、市内に１つぽんと置いて満足しないで、他都市の研究もこれから必要だと思います

が、ぜひとも未入所児童が多い区とか、土地面積が多い区には優先的に置いてもらうなど、い
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ろんなニーズを聞きながら、ぜひ柔軟に対応していただけたらいいなと思います。 

○主査（中島隆治君）井上委員。 

○委員（井上しんご君）まず、棚卸し資料の40ページの上にあります、非行少年の立ち直り

支援と体制強化事業の児童相談所での陶芸教室廃止の件です。 

 非行少年の立ち直り支援ということで、保護者と対象者のお子さんが一緒に陶芸をするとい

う話で、30年続いた非常に重要な事業だと思います。14万2,000円削られていますけど、聞く

と同様の事業があったからということなんですけども、この僅かな額を削る必要があったのか

なと思いますし、同様の事業でこういった親子の絆をしっかりと取り戻せるような仕組みがあ

るのかどうか。こういったボランティアの方の支援のおかげで、北九州市の非行の認知件数も

減っていると思いますが、その点について見解を聞かせてください。 

 次に、３年に１度出しています、くらしの便利情報ですけども、新しいのは令和５年版であ

ります。前回は令和２年版ですけども、今回もいろいろと議論になりました子ども医療費助成

の部分の説明が全く抜け落ちています。項目はあるけど、中身は書いていないという感じで、

これは広報室がつくっているんですけども、子ども家庭局に多分、内容の確認とかチェックな

どがあると思いますが、そういうのは全くなく出しているのか。当時はまだ市長が代わったば

かりで、事業が間に合っていなかったということであれば、もう一回、修正版ないし独自で発

行する必要があると思うんですが、この点について見解を聞かせてください。 

 次に、直営保育所の廃止の件です。今回、令和２年度から令和６年度の元気発進！子どもプ

ラン第３次計画の最終年度となっております。今回で一応完結するという提案でした。直営保

育所については、13か所になるということなんですけども、これまでこの元気発進！子どもプ

ラン第３次計画をつくる前の令和元年、平成31年でもありますけども、当時の議員とのいろい

ろなやりとりを議事録で拝見させてもらうと、直営保育所の果たす役割ということで、医療的

ケアが必要な子供たちを含めて対応していきたいという答弁がありました。また、地域の拠点

保育所である、災害時の児童の受入れ、いろんな困難を抱える子供たちに対して、直営保育所

は最後のとりでという部分で果たす役割があるという答弁がありました。来年度が最終年度に

なるんですけども、やはり直営保育所の役割というものがあると思います。当時の局長や担当

課長が述べられているとおり、今後もこの役割を果たしていってほしいと思いますが、この点

について見解を聞かせてください。 

 次は、科学館運営事業です。問合せがあったんですけども、科学館では、これまでプラネタ

リウムでいろんなオリジナル企画があって、非常に面白い、興味ある内容が増えております。

また、午前中にも話がありましたけども、学習投映についても引き続き行うということでし

た。一方、企画展、特別展はホームページ上では全く予定なしとなっているんですけども、い

のちのたび博物館では春の特別展、夏の特別展、秋の特別展と、既に来年の春まで決まってい

ます。これもオリジナルでということだと思うんですけど、今後、科学館もこの企画展、特別
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展は非常に大事だと思いますし、来年度の事業については、本当に準備をしていって、オリジ

ナルも含めて対応していってもらいたいと思いますが、この件について見解を聞かせてくださ

い。 

 最後にユースステーションの件です。この前、高校生が勉強していってほしいと言われて、

黒崎の北九州市立ユースステーションに行ってまいりました。大人でも登録すれば使えるとい

うことで、高校生がテスト前で、非常にたくさん来られていて活気がありました。地元の市民

センターでも学習できるんですけども、あんまり利用されていないんです。聞くとやっぱり、

同じ世代の人たちが集まって勉強しているという雰囲気とか、また、教えたり教えられたりと

いうそういった関係が非常にいいということでした。折尾駅にも自習できるオリオンテラスが

ありますが、非常に高校生たちが多くてにぎわっております。２か所目はちょっと具体的には

厳しいという話だったんですけども、例えば小倉駅とかセントシティを含めて、駅に近いとこ

ろで未利用のフロアがあれば、事務所を提供してもらうとか、安く借り上げるとかして、そこ

に人が集まるような雰囲気がつくられたらと思います。うちの市民センターもちょっと奥まっ

ていますので、子供たちが使うには防犯上も厳しいのかなと思うんですけども、そういった場

所で子供たちが集まってできるような、そういう環境づくりをぜひ検討してもらいたいと思う

んですが、見解を聞かせてください。 

○主査（中島隆治君）教育・非行相談担当課長。 

○教育・非行相談担当課長 陶芸教室についてお答えさせていただきます。 

 陶芸教室は、不登校や非行傾向にある児童を対象に、陶芸を通じて対人関係の向上やストレ

ス解消などを目指して行ってきた事業です。これまで非行児童が減少してきたこと、また、不

登校児童への受皿が増えてきたこと、それから少年支援室が教育委員会へ移管となって、そち

らから参加する児童が減ったことなどによって、参加者が減少しておりました。回によっては

児童の参加がなかったということもあります。不登校の児童等ですので、予約をしていても当

日来なかったということもございました。また、移管した教育支援室でも、様々なレクリエー

ションを行っているということもお聞きしております。こういったことから、陶芸教室として

の役割は終えたものとして、今回見直しを行いました。以上です。 

○主査（中島隆治君）事業調整担当課長。 

○事業調整担当課長 直営保育所の民営化の関係でございます。 

 委員がおっしゃるとおり、直営保育所では民間に先駆けて、重度の障害をお持ちの子供など

を率先して受け入れるような形で取り組んでまいりました。ただ、こうした取組も少しずつ民

間の施設でも受入れが進んできております。そうした中、民間にできることは民間に委ねると

いう考え方で、その時点の５年ごとの子どもプランでも、民間の取組状況を考えながら、これ

まで民営化を検討してまいりましたし、今後もそのようになるのかなと考えております。た

だ、市にはもともと保育所の設置義務があることと、民間保育所の認可をしている関係で、保
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育水準や保育の質の確保で直営保育所の果たす役割というのもあろうかと思いますので、直営

保育所については、今後も引き続き一定の数が必要になるのではないかと考えております。以

上でございます。 

○主査（中島隆治君）青少年課長。 

○青少年課長 若者の居場所についてお答えいたします。 

 子供や若者の居場所を行政が全て整備するのはなかなか難しいですけれども、民間事業者の

協力を得ながら、市内各所に、例えば今のこどもまんなかスペースのたまりスペースなどを展

開していきたいと思っております。今後も使いやすい居場所づくりに積極的に取り組んでいき

たいと思っています。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）科学館普及課長。 

○科学館普及課長 科学館の企画展についてのお尋ねがございました。 

 現在、科学館では、夏と冬、もしくは夏と春というような形で、大体年２回の特別の大型企

画展を開催しているところでございますが、実は来年の夏についても、あらかた実施のスキー

ムは固まっております。しかし、自主企画でできるというイベントではなく、どうしてもメデ

ィアと一緒にパートナーという感じでやっていくもので、情報解禁日というところがどうして

も定まりますので、恐らくゴールデンウイーク前くらいには、夏の大きなイベントについて御

紹介できるかなと思います。以上でございます。 

○主査（中島隆治君）子育て支援課長。 

○子育て支援課長 くらしの便利情報の子ども医療費の件ということで、通常は他局の冊子

等に子ども家庭局の制度を載せる場合については、必ず照会が来ております。今、手元にあり

ませんので、しっかり確認させていただきたいと思っています。以上です。 

○主査（中島隆治君）井上委員。 

○委員（井上しんご君）科学館はパートナーとの実施ということですが、いのちのたび博物

館は、開館当初はよそから企画をいただいてやるという形だったんですけど、今はほぼ自前で

やっていると思います。子供たちが非常に関心のあるものはパートナーでもいいと思うんです

けども、科学館も最近は様々な面白いオリジナルの企画も増えていますので、ぜひ大きな企画

展、特別展についてもそういった方向で進めてもらいたいと思っております。 

 子供の居場所については、ある程度まとまってという部分があると思います。ぱらぱらとい

うよりも、人が集まって何かそういった雰囲気とか、そういった一つのにぎわいというか、集

まるような形の部分での整備、ばらばらにいっぱいあるというよりも、ある程度まとまってと

いう部分が必要なのかなと思っていますので、要望させていただきます。 

 保育所については、民間の事情もありますが、直営保育所の役割もありますので、よろしく

お願いします。 

○主査（中島隆治君）大石委員。 
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○委員（大石仁人君）１点だけ、放課後児童クラブについてですけども、僕もこのままだと

支援員がいなくなってしまうと危機感を持っている一人です。やはり給料の面というのは、今

後絶対考えなきゃいけないなと思っているんですけども、今回は別の視点なんですが、今たく

さんの子供が放課後児童クラブに行っていて、毎日を過ごす中で、そこにいる大人たちがどの

ように子供と接するかというところは、結構影響してくるなと思っています。支援員がいなく

なりそうなのに、そんなことを求めるのかと言われてしまうかもしれませんけども、要は、一

番簡単なのは管理することだと思うんです。禁止事項を増やして、これをしちゃ駄目だと。も

ちろんけがはないようにしないといけないんですけども、それが過剰になると子供の成長を阻

害してしまうというところもあります。 

なので、どのように子供と接していくかという観点で、そういった研修であったり、そうい

った働きかけということは、どのようにされているのか教えてください。 

○主査（中島隆治君）児童育成担当課長。 

○児童育成担当課長 放課後児童クラブの質の向上ということでお尋ねがありました。 

 研修については、集合研修も含めまして年８回程度実施しております。お子さんに接してい

る支援員の中で、日々、試行錯誤しながら、どうしていったらいいのかなというような悩みを

抱えている支援員の先生方がたくさんいらっしゃいます。そこで私どもに小学校校長の再任用

の係長職がおりますので、そちらと臨床心理士がペアとなってクラブを回って、お子さんをど

ういうふうにして落ち着かせていくか、どういう配置で教室を運営していくかなど、助言を行

っております。 

 質の向上は重要なことだと思いますので、今後もいろいろと御意見を伺いながら努めてまい

りたいと思います。以上です。 

○主査（中島隆治君）大石委員。 

○委員（大石仁人君）ぜひとも質の向上、その観点ですよね。子供の成長に資するような関

わり方というところを、支援員がいなくなってきそうなところで、予算の確保であったり大変

だと思いますけども、子供にとって非常に重要な場所であり、時間であると思いますので、引

き続きよろしくお願いいたします。以上です。 

○主査（中島隆治君）ほかになければ、以上で本日の議案の審査を終わります。 

 次回は３月19日火曜日午後１時から、第６委員会室で市長質疑を行います。 

ついては、質疑項目を本日の午後４時までに事務局へ提出されますようお願いいたします。 

 本日は以上で閉会します。 
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